
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２次上里町 

環境基本計画（中間見直し） 

 

（素案） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年  月 

上   里   町 
 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

はじめに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



【世界で起きていること】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

臨界点に達する
恐れのある
気温上昇の範囲

１～３℃

３～５℃

５℃以上 グリーンランド氷床

エルニーニョ・
南方振幅

アマゾン
熱帯林

夏季北極海
の海氷

ジェット気流

サヘル
地域

冬季の北極海の海氷

山岳
氷河 インドの

南西モンスーン

サンゴ礁

永久凍土

熱塩循環

西南極氷床

東南極氷床

北方林

大規模な氷河の融解が続く 

激甚化する豪雨災害 

沈むツバルの島 

降雨不足で干上がる沼 

このまま温暖化が続くと 

ドミノ倒しが発生？ 
 

グリーンランドや南極の氷が解け、

光を反射せず温度が上がる ⇒ 森林

の木が枯れ、二酸化炭素を吸収しな

くなる⇒永久凍土が解け、出てきた

メタンがまた気温を上げる/など。 

 

引き返せなくなる？ 

出典：Will Steffen et al.[2018] Trajectories of the Earth System in the Anthropocene 
Proceeding of the National Academy of Sciences 115, no.33:8252-59.を基に作成 

写真：全国地温暖化防止活動推進センター 
ウェブサイトより(氷河以外) 



 
 

 

【地球温暖化への対策をしないと起こること】 

地球上の人々がこのまま、温室効果ガスを出し続け、地球温暖化が続くとどうなるのでし

ょうか。何も対策をしない最悪のシナリオにおいて、2100 年の平均気温は、最大 5.7℃上

昇していると予測されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地球温暖化による世界への影響】 

このような気温上昇が起こると、地球

上において、さまざまな影響が出ます。

右の表は、地球温暖化により懸念される

将来の主要な世界のリスクです。 

このようなリスクに対し、日本も無関

係ではいられません。 

 
 
 
 
 

出典：IPCC 第 5 次評価報告書（全国地球温暖化防止

活動推進センターウェブサイトより）  

出典：IPCC 第 6 次評価報告書

（全国地球温暖化防止活動推進

センターウェブサイトより） 
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第１章  計画の基本的事項 

 

１．計画の目的 
本町では、豊かな環境を保全し、将来の世代へ引き継いでいくために、平成 12（2000）年

９月に「上里町環境基本条例」を制定しました。その基本理念に基づき、平成 29（2017）年

３月、10 年計画となる「第２次上里町環境基本計画」を策定し、町民・事業者・町が協働して

環境保全の取組を進めてきました。 

 

現在、環境を取り巻く状況は大きく変化しています。気候変動がもたらす影響は深刻さを増し、

地球温暖化対策の重要性が増していく中、国は、平成２７（2015）年のパリ協定を踏まえ、令

和３２（2050）年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにするカーボンニュートラルや

脱炭素社会の実現を目指すことを宣言しました。また、海洋汚染において最も問題視されている

マイクロプラスチック問題や食品ロス問題など地球規模で環境問題に対する国際的な取組が進

められています。国や世界が非常に高い目標を掲げて進むなか、私たち一人ひとりも、今まで以

上に、環境を保全する意識を持って行動することが求められます。 

 

これらの状況を踏まえ、計画前半の取組の進捗状況を振り返るとともに、令和４（2022）年

度から新たな基本計画として実践するため、「上里町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」「上

里町地域気候変動適応計画」を包括し、当計画の中間見直しを行い、これからの時代に向けた望

ましい環境像を実現すべく取組を推進します。 

 

２．基本理念 
本計画は、「上里町環境基本条例」の基本理念（第 3 条）に基づき、以下の３つを基本理念と

して掲げます。 
 

上里町環境基本条例 第３条（基本理念） 

１．環境の保全及び創造は、現在及び将来の町民が健全で豊かな環境を享受するとともに、安全で健

康かつ文化的な生活を将来にわたって維持されるように適切に推進されなければならない。 

２．環境の保全及び創造は、人と自然が共存する中で、環境への負荷の少ない持続的に発展できる社

会が構築されるよう、町、町民、事業者及び滞在者の公平な役割分担のもと、協力して積極的に

推進されなければならない。 

３．環境の保全及び創造は、地域の環境が地球全体の環境と深く関わっていることにかんがみ、全て

の事業活動及び日常生活において自主的かつ積極的に推進されなければならない。 

 

 

 

上里町環境基本計画の基本理念 

１．良好な環境の確保と、将来への継承 

２．町民、事業者、滞在者、町の公平な役割分担の下、持続的に発展できる社会の構築 

３．事業活動及び日常生活における地球環境保全への取組 
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３．地球温暖化対策に対する国内外の動向 
 

（１）地球温暖化対策に対する国際的な動向 

平成４（1992）年に国連にて「気候変動に関する国際連合枠組条約」が採択され、気候変動

対策に世界全体で取り組んでいくことが合意されました。同条約に基づき、平成７（1995）年

から毎年（令和２（2020）年を除く）、COP（国連気候変動枠組条約締約国会議）が開催され

ています。 
 

一方、COP 開催に先立ち、昭和 63（1988）年に世界気象機関（WMO）及び国連環境計画

（UNEP）により、IPCC（気候変動に関する政府間パネル）が設立されました。IPCC 設立の目

的は、気候変動に関する最新の文献をとりまとめた報告書を作成し、各国政府が気候変動に関す

る政策を講ずることができるよう、科学的情報を提供することです。報告書では、気温上昇、海

面上昇の予測など、気候変動の脅威について報告されています。 
 

IPCC 評価報告書は、5～7 年ごとに公表され、世界の気候変動対策の検討推進の基礎となり、

平成 27（2015）年には、フランスのパリで開催された COP21 において、京都議定書以来の

新たな国際枠組みである「パリ協定」が採択されました。世界 177 ヵ国・地域が締結したパリ

協定においては、産業革命前からの地球の平均気温上昇を 2℃より十分下方に抑えることを世界

共通の長期目標として掲げるとともに、1.5℃に抑える努力を継続することとしました。また、

先進国だけでなく、途上国を含めたすべての国に対して、削減目標を設定し、目標達成に向けた

国内対策を進めることを義務付けています。 
 

さらに、この COP21 において、温暖化の影響を強く受ける国々から、1.5℃と 2.0℃の地球

温暖化による影響の違いの調査が要求され、平成 30（2018）年に IPCC から「1.5℃特別報

告」が提出されました。この報告書によって、1.5℃と 2℃上昇との間には、生じる影響に有意

な違いがあることが示されました。 

この後、世界の 1.5℃目標に向けた意識が高まり、令和３（2021）年に開催された COP26

においては、産業革命以前と比べた世界の平均気温の上昇を 1.5℃に抑える努力を追求すること

が、世界の目標となりました。 
 

（２）地球温暖化対策に対する国や県の動向 

国では、「パリ協定」を受け、平成 28（2016）年 5 月に地球温暖化対策計画を策定し、平成

30（2018）年 11 月に気候変動適応計画を策定しました。 

その後、国際的な地球温暖化対策を加速する機運の中、令和２（2020）年 10 月に、2050

年カーボンニュートラルを宣言し、2016 年の地球温暖化対策計画では、「2030 年度に 2013

年度比で 26％の水準」としていた温室効果ガス排出量の削減中期目標を、令和３（2021）年

４月には、「46％減、さらに、50％の高みに向け挑戦を続けていく」と修正しました。 

そして、令和３（2021）年 10 月に、新たな数値目標に沿った地球温暖化対策計画、気候変

動適応計画を閣議決定しています。県も、国の動きに沿った対策策定を検討しています。 
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４．国及び県の環境基本計画 
平成 30（2018）年 4 月に閣議決定された国の第五次環境基本計画では、目指すべき社会の

姿として、次の２つを通じた持続可能な循環共生型の社会の実現を掲げています。 

①地域の強みを生かし、地域の特性に応じて支え合う「地域循環共生圏」 

②公害を克服し、優れた環境技術を持ち、循環の精神を持つ「世界の範となる日本」 

方向性としては、ＳＤＧｓの考え方も活用し、社会・経済・環境の統合的向上を具体化、地域

資源を持続可能な形で最大限活用していくとしています。そして、環境政策の根幹となる環境保

全の取組については、揺るぎなく着実に推進するとしています。 

県の環境基本計画については、国の方針を踏まえ令和４（2022）年度を初年度とする次期計

画の策定が進められています。 

 

５．ＳＤＧｓ 
ＳＤＧｓは、「持続可能な開発目標」を意味し、平成 27（2015）年９月の国連サミットで採

択された合意文書「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」に盛り込まれている平成 28

（2016）年から令和 12（2030）年までの国際目標のことです。持続可能な世界を実現する

ための 17 のゴールなどが設定されており、地球上の誰一人として取り残さないことを誓ってい

ます。 

そのために、関わりのあるすべての人が、社会・経済・環境をめぐる広範な課題に総合的に取

り組むことが求められており、本町においても、本計画にＳＤＧｓ理念を取り込み、環境保全に

取り組むこととします。第４章の体系図には、各施策方針に対応する目標を示します。 
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６．計画の位置づけ 
本計画は、「上里町環境基本条例」第 9 条に基づいて定めるもので、環境に関する町の目標の

方向を示すとともに、環境保全のための取組の指針を示す最も基本的な計画です。町の最上位計

画である「第 5 次上里町総合振興計画後期基本計画」の環境分野における計画として位置づける

とともに、関連計画との連携、調整を取りつつ策定します。また、「地球温暖化対策の推進に関す

る法律」（以下「地球温暖化対策推進法」という。）第 19 条第２項（※１）の規定に基づき策定

する「上里町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」及び「気候変動適応法」第 12 条に基づき

策定する「上里町地域気候変動適応計画」を本計画に一体化した計画として位置づけます。 

 

※１：「地球温暖化対策の推進に関する法律の一部を改正する法律」（令和３年法律第 54 号）が全面施行

される令和４年４月１日以降、市町村（指定都市等を除く。）の計画は第 21 条第４項に基づいて策

定されることになります。 
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７．計画が対象とする環境の範囲 
本計画は、町の全域を対象とします。対象範囲は、身近な生活環境から、地球温暖化対策や気

候変動適応、廃棄物等の資源循環、まちを取り巻く河川、緑、生態系等の自然環境、景観、文化

財など幅広く捉えます。また、よりよい環境づくりを推進していくためには町民・事業者との協

働が欠かせないことから、環境学習や情報提供等の仕組みづくりも対象とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．計画の期間 
本計画の取組期間は、上位計画である上里町総合振興計画と整合を図り、平成 29（2017）

年度から令和８（2026）年度までの 10 年間としています。また、上里町総合振興計画の前期

基本計画の期間である令和３（2021）年度において、後期基本計画との調整を図り、中間見直

しを行いました。 

なお、社会状況の変化等に対応していくため、必要に応じて計画の見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

見直し

R4 R5 R6 R7 R8R3

上里町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）

上里町地域気候変動適応計画

R9

第２次上里町
環境基本計画
（H29-R3）

第２次上里町
環境基本計画（見直し）

（R4-R8）

次期計画
（R9-)

一体的策定

上里町

地球温暖化対策
に関すること

身近な生活環境
に関すること

「町民・事業者・町」の
連携、協働に関すること

環境学習や情報提供等の
仕組みづくりに関すること

気候変動適応
に関すること

廃棄物等の資源循環
に関すること

自然環境
に関すること

景観、文化財
に関すること



第１章  計画の基本的事項 

6 

 

 



第２章  上里町の現状と課題 

7 

第２章  上里町の現状と課題 

 

１．上里町の概況 
 

（１）地域概況 
① 地勢と位置 

本町は、埼玉県の最北端で、東経 139 度９分、北緯 36 度 15 分、東京都から 85km 圏内に

位置します。 

広さは南北に 5.5km、東西に 6.0km、総面積約 29.18km2 で烏川、神流川の 2 大河川を境

にして群馬県と隣接しています。 

地形は、烏川及び神流川に沿って北西部が神流川低地、南東部が本庄台地となっており、表層

は、低地で未固結堆積物（砂泥堆積物、砂質泥堆積物、泥質礫堆積物）が、台地は火山性岩石ロ

ームが占めています。標高が、南が約 85ｍ、北が約 50ｍで標高差は僅か約 35ｍしかなく、非

常に緩やかに南から北へ傾斜した地形であり、関東平野の一部をなす平坦地となっています。 

 

 

  上里町 
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② 人口・世帯数の推移 

令和３（2021）年１月１日現在の本町の人口は 30,848 人、世帯数は 13,022 世帯となっ

ています。人口は、平成 21（2009）年をピークに減少が続いています。一方、世帯数は増加

が続いています。少子高齢化の進行、社会情勢の変化による核家族や単身世帯の増加が要因と考

えられます。 

 

【上里町の人口数と世帯数（各年１月１日）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：埼玉県  町(丁)字別人口調査 

③ 土地利用 

平成 31（2019）年 1 月 1 日現在の土地利用は、田 358.9ha、畑地 852.6ha、宅地 697.0ha、

池沼 0.5ha、山林 11.0ha、原野 5.4ha、雑種地 170.6ha、その他 821.9ha となっており、

その他を除き、畑地が 29.2％と最も多く、次いで宅地が 23.9％となっています。経年変化を見

ると、田、畑が少しずつ減少し、宅地が増加しています。 
 

【上里町の土地利用面積（各年１月１日）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：埼玉県統計年鑑  
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（２）本町の環境 
① 大気質 

大気の常時監視測定局は設置されていませんが、近くには本庄測定局及び本庄児玉測定局が設

置されています。経年変化を見ると、ほとんどの大気汚染物質においては減少傾向を示し、近年

は環境基準を下回っています。光化学オキシダントは、環境基準を超える時間数が増減を繰り返

しながら概ね横ばい状態で、これは都心の排気ガスの影響と考えられます。 

 

【常時監視測定局の大気汚染物質測定結果と町が実施しているダイオキシン類の測定結果】 

■ 浮遊粒子状物質（SPM）】               ■ 二酸化硫黄（SO2） 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

■ 二酸化窒素（NO2）】                    ■ 微粒子上物質（PM2.5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 光化学オキシダント                    ■ ダイオキシン類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：埼玉県環境部  埼玉県の大気状況、上里町くらし安全課資料  
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② 水質 

１）河川水（生物化学的酸素要求量：BOD（※１）） 

生活環境の保全に関する環境基準の類型は、神流川で A 類型（BOD の基準値が２mg/L 以下）

が、元小山川で B 類型（BOD の基準値が３mg/L 以下）が指定されています。河川水質調査の

うち、BOD について経年変化を見ると、神流川では例年環境基準値以下になっています。元小

山川は、減少傾向にあるものの、環境基準を超えた状態で増減を繰り返しています。 

また、その他の河川では、全体として概ね微減傾向を示しつつも、個々では増減を繰り返して

います。 

 

【河川水質調査結果（BOD：年間７５％値）】 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

出典：環境省水環境総合情報サイト 公共用水域水質測定データ 

 

【河川水質調査結果（BOD：年平均値）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

出典：環境省水環境総合情報サイト 公共用水域水質測定データ、上里町くらし安全課資料 

                             

※１：生物化学的酸素要求量（BOD）は、水中の有機物が微生物によって分解されるときに消費される酸素の量をい

い、水質汚濁の代表的な指標。数値が大きいほど汚濁していることを示す。  
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２）地下水（硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素（※１）） 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素については、平成 23（2011）年度に２地点で環境基準値を超

えた以降、基準超えの地点は発生していません。 

 

【地下水水質調査結果（硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素）】 

単位：mg/L 

地区名 年度 

 

井戸番号 

平成

19 

 

20 

 

21 

 

22 

 

23 

 

24 

 

25 

 

26 

 

27 

 

28 

 

29 

 

30 

三町 280502             

嘉美 

 

280503  14.0 9.1 4.6 11.0  7.8 8.7  8.4  7.9 

280504  10.0     7.6      

長浜 290401 

8.3 

8.7 
8.2 
9.2 
9.1 
10.0 

9.3 
8.1 

11.0 10.0 

       

290404             

290405    4.9         

290406         5.7    

堤 290501   5.8          

290503        6.6     

帯刀 290502             

七本木 290605 6.0  6.0 5.8         

290606             

290607 6.3  6.3 5.2         

290609   5.2 4.9         

290610   7.7 13.0         

290611   7.5 12.0         

290612   7.9 13.0         

290613   7.7 15.0 13.0  7.2 6.0  8.7  9.4 

勅使河原 300402 5.4            

300403      1.8       

300504           0.6  

五明若宮 300404             

金久保 300502          4.2   

300503     2.5        

神保原町 290604           4.2  

300601  9.6 8.7 8.0 8.5 8.4 8.1 7.7 7.5  7.1  

300605 5.8          5.4  

※環境基準値：10.0mg/L  （基準を超えた値の欄を太線にしています。） 

 

出典：埼玉県  埼玉県公共用水域水質測定結果 

 

 
                                

※１：硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素は、生活系汚水や家畜排せつ物等の不適切処理、窒素肥料の施肥に伴う地下浸透

などによって土壌細菌の分解で発生する地下水汚染物質の一つ。乳児等が大量摂取するとメトヘモグロビン血

症の健康影響が確認されたことから、平成 11 年 2 月に環境基準として追加された。  
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③ 上下水道 

１）上水道 

本町の水道普及率は令和元（2019）年度において 99.7％となっています。 

【水道普及状況（令和元年度）】 

行政区域内総人口 

（人） 

箇所数 

（箇所） 

計画給水人口 

（人） 

現在給水人口 

（人） 

普及率 

（％） 

A B C D E=D/A 

30,053 1 34,100 29,953 99.7 

出典：埼玉県  埼玉県の水道 

 

 

 

２）下水道 

生活排水処理の状況は、「未処理（し尿処理・単独処理浄化槽）」人口が減少傾向にあり、全体

に対する割合も減少しています（平成26（2014）年度26.8％→平成30（2018）年度25.8％）。

河川などの公共用水域の水質改善に向けた取組が進んでいることを示しています。 

平成 30（2018）年度における総人口のうち、「合併処理浄化槽・農業集落排水」の処理人口

が 58.7％、「公共下水道」の処理人口が 15.5％となっており、本町の下水道整備が徐々に進み

つつありますが、合併処理浄化槽による処理が多くを占めている状況となっています。 

 
 

【生活排水処理（人口）の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：くらし安全課資料、上下水道課資料 
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④ ごみ・リサイクル 

ごみ総排出量は、平成 24（2012）年度から令和元（2019）年度の間において、ほぼ横ば

いとなっています。 

資源化量は、平成 26（2014）年度から少しずつ減っており、リサイクル率もやや低下して

います。 

令和元（2019）年度における町民 1 人 1 日あたりのごみ排出量は 946g（県平均 862g）

で県内 63 市町村中 52 位となっています。リサイクル率は 18.3％（県平均 23.7％）で県内

63 市町村中 53 位となっています。 

 

【ごみ（一般廃棄物）の排出状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：環境省  一般廃棄物処理実態調査結果 

 
 

【資源化（リサイクル）の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：環境省  一般廃棄物処理実態調査結果 
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⑤ 都市公園 

都市公園は、平成 30（2018）年度末現在、６箇所 69.14ha となっており、１人あたりの

都市公園面積が 22.3m2 と、県内で７位となっています。 

 

【都市公園の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：埼玉県  市町村勢概要及び統計からみた埼玉県市町村のすがた 

⑥ 文化財 

遺跡や記念物など、54 の文化遺産を継承しています。上里町郷土資料館では、多くの出土品

や有形物が展示され、町の歴史や文化について学ぶことができます。 

【文化財の状況１】 

指

定 
分類 名称 所在地 備考 

県
指
定 

有 形 

文化財 

絵画 
伝武田信玄・陽雲院 

夫妻画像 
上里町金久保 701 

寛文９年(1669)狩野元俊筆。陽雲院の服装に葡萄

模様が配されている。 

工芸品 銅鐘 上里町金久保 701 
元禄八身乙亥十月廿三日(1695)佐野治工井上元峰

作 

書等 陽雲寺中世文書 上里町金久保 701 武田家ゆかりの中世文書７点 

記念物 

旧跡 
金窪館跡 上里町金久保 1570 他 

治承年間(1177～1180)加治家季築城と伝えられ

る。 

畑時能供養祠 上里町金久保 701  

県

選
定 

史跡 

旭・小島古墳群 上里町神保原他 
組合せ箱式石棺を有する八幡山古墳を中心とする

古墳群。 

帯刀古墳群 上里町帯刀、五明、長浜 神流川流域右岸に存在。円墳の 20 基が現存。 

五明廃寺跡 上里町五明若宮 760 他 神流川の扇状地に造営された奈良時代の寺院跡 

町

指
定 

有 形 

文化財 

建造物 勅使門 上里町勅使河原 1864 扁額「勅使山」 

絵画 

十二天古画 上里町七本木 67 紙本対幅。一幅に六体描かれる。 

阿弥陀三尊古画 上里町七本木 67 絹本着色。阿弥陀三尊来迎図 

天神古画 上里町七本木 594-1 絹本着色。天神端座之図 

十五仏古画 上里町七本木 594-1 絹本着色。中央に虚空蔵菩薩が描かれる。 

不動明王古画 上里町忍保 1469 脇侍はコンガラ・セイタカ童子が描かれる。 

彫刻 
古銅正観音立像 上里町金久保 701 

新羅三郎義光懐中守本尊、陽雲寺遺品と伝えられ

る。 

釈迦如来像 上里町金久保 701 陽雲院遺品。 

  

6
8
.
25

6
8
.
25

6
8
.
25

6
8
.
39

6
8
.
39

6
8
.
39

6
8
.
39

6
8
.
39

6
8
.
39

6
8
.
39

6
8
.
39

6
8
.
39

6
8
.
39

6
8
.
39

6
9
.
14

6
9
.
14

67.6

68.0

68.4

68.8

69.2
平
成

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

公
園
面
積
（

h
a）

(年度）



第２章  上里町の現状と課題 

15 

【文化財の状況２】 

指

定 
分類 名称 所在地 備考 

町
指
定 

有 形 

文化財 

彫刻 

正観音立像 上里町七本木 67 
金箔玉眼嵌入寄木造り。寺伝では恵心僧都作と伝え

られている。 

阿弥陀如来座像 上里町大御堂 1151 金箔玉眼嵌入。町内最大の仏像 

金銅釈迦如来像 上里町七本木 3316-1 
宝暦 13 年(1736)癸未 9 月 17 日鋳工江戸神田多

川民部の銘がある。 

薬師座像 上里町堤 474 慶長 10 年（1605）の墨書銘がある。 

勝軍地蔵 上里町神保原町 263 木造漆箔朱色玉眼嵌入 

工芸品 三条実美公寄贈野剣 上里町金久保 701 銘周防国永弘。高橋泥舟の添書がある。 

書等 

徳川家康皆済状 上里町勅使河原 1369 慶長 11 年(1606)代官長谷川長次宛 

薬師写経高泉禅師筆 上里町長浜 1774 紺地金泥薬師如来写経 

文禄四年水帳 上里町黛 86 文禄 4 年（1595）武州賀美郡鉢形筋金窪之内黛村 

天海僧正御墨付 上里町黛 寛永 19 年(1642)3 月 28 日東叡山直末状 

考古 

親子地蔵 上里町勅使河原 1864 
表裏に地蔵の陰刻の有る画像板石卒塔婆勅使河原直

重親子の墓と伝えられる。 

埴輪頭部 上里町七本木 67 烏川と神流川の合流地より出土したと伝えられる。 

布目瓦 上里町五明 761 五明廃寺出土瓦。軒平瓦 3 種・軒丸瓦 3 種 

石棒 上里町神保原町 1384 石神社御神体 

石棒 上里町金久保 1950 御神体として祭られていたと伝えられる。 

浅間山古墳 上里町神保原町 15 角閃石安山岩を使用した横穴式石室 

板石塔婆 上里町七本木 594-1 弘長 4 年(1264)銘 

寺浦1号古墳出土の

埴輪群 
上里町七本木 67 大字長浜の寺浦 1 号古墳より出土した形象埴輪 

歴史 

見透燈籠 上里町勅使河原 1864 文化 12 年(1815)造立。 

石幢 上里町勅使河原 1864 六面地蔵石幢。永正 6 年(1509)銘 

赤羽刀 上里町七本木 67 戦中に接収された刀・槍・薙刀 6 点 

無 形 

文化財 
民俗 

忍保神楽 上里町忍保 池上神社に伝わる神楽 

黛音頭 上里町黛 樽・鼓・鐘・笛に音頭取りと舞方による音頭 

諏訪神社獅子舞 上里町三町 貞享 2 年(1685)銘の獅子頭。 

丹生神社獅子舞 上里町勅使河原  

金窪神社獅子舞 上里町金久保  

七本木神社獅子舞 上里町七本木  

東音頭 上里町長幡地区 長幡地区を発祥とする音頭 

乾武（けんむ）神流

川太鼓 
 平成 3 年から地域を拠点に活動する。 

記念物 

史跡 

陽雲院之墓 上里町金久保 701 武田信玄内室陽雲院の墓 

帯刀先生義賢之墓 上里町帯刀 309-2 源義賢の墓 

五輪塔 上里町藤木戸 29-1 逆修僧都円宗。天文 15 年(1546) 

神流川古戦場 上里町毘沙吐 天正 10 年(1582)神流川合戦が行われた古戦場。 

天然 

記念物 

柿の大木 上里町神保原町 425 字柿ノ木発祥の木 

ひいらぎの大木 上里町堤 519 樹齢 450 年 

マキの木 上里町大御堂 737 樹齢 800 年 

松の木 上里町忍保 1632  

楊子魚 忍保川 「トゲンバヨ」と呼ばれていた。 
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（３）本町の気候 
① 気温と降水量 

平成 28（2016）年から令和２（2020）年の 5 年間の年平均気温は 16.0℃となっていま

す。 

降水量は 6 月から 10 月にかけての 5 か月間が多く、冬季は少ない傾向が見られます。 

 

【各年  月別平均気温】 

 

 

 

 

 

 

出典：気象庁  気象観測データ（熊谷地方気象台） 

 

【各年  月別平均降水量】 

 

 

 

 

 

 

出典：気象庁  気象観測データ（熊谷地方気象台） 

 

【月別平均気温と月別平均降水量（平成 28 年～令和２年）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：気象庁  気象観測データ（熊谷地方気象台） 

  

（mm）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

平成28年 70.5 33.5 72.5 87.5 51.0 121.0 62.5 418.5 219.0 34.0 86.5 44.5 1301.0

平成29年 16.0 4.0 65.5 55.0 75.5 53.0 181.0 179.5 161.5 502.0 12.5 3.0 1308.5

平成30年 14.5 14.0 123.0 44.5 125.5 111.5 83.0 131.5 335.0 32.0 25.5 16.0 1056.0

令和元年 6.0 28.5 84.0 79.0 86.0 224.5 167.0 123.5 110.0 447.5 84.5 20.0 1460.5

令和２年 74.0 14.0 99.5 175.0 119.5 259.0 226.5 63.0 163.0 166.0 4.5 0.0 1364.0

平均 36.2 18.8 88.9 88.2 91.5 153.8 144.0 183.2 197.7 236.3 42.7 16.7 1298.0

（℃）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 平均

平成28年 4.8 6.0 9.5 15.0 20.1 22.7 25.5 27.2 24.3 18.1 10.5 7.3 15.9

平成29年 4.5 5.8 7.9 14.3 20.1 22.4 27.8 26.3 22.9 16.6 10.5 5.4 15.4

平成30年 3.7 4.5 10.8 16.4 19.8 23.1 28.9 28.3 22.6 18.7 13.3 7.2 16.4

令和元年 4.5 6.1 9.7 13.4 20.3 22.1 24.6 28.6 24.9 19.2 12.3 7.3 16.1

令和２年 6.4 7.1 10.2 12.6 19.7 23.7 24.1 29.6 24.2 17.2 12.6 6.5 16.2

平均 4.8 5.9 9.6 14.3 20.0 22.8 26.2 28.0 23.8 18.0 11.8 6.7 16.0
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年平均気温の推移を見ると、長期的な上昇傾向が見られ、100 年で 2.17℃のペースで上昇し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：気象庁  気象観測データ（熊谷地方気象台）/埼玉県気候変動適応センター提供 
 

② 真夏日、猛暑日、冬日 

真夏日（日最高気温が 30℃以上の日）は、1980 年代後半以前は 50 日前後でしたが、近年

では 60 日前後に増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：気象庁  気象観測データ（熊谷地方気象台）/埼玉県気候変動適応センター提供  
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猛暑日（日最高気温が 35℃以上の日）は、1970 年代以降は増加し、近年は 20 日前後とな

っており、増加傾向です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：気象庁  気象観測データ（熊谷地方気象台）/埼玉県気候変動適応センター提供 

 

冬日（日最低気温が 0℃未満の日）は、1940 年代以前は 80 日前後、1960 年代〜70 年代

は 70 日前後で推移し、1980 年代後半以降には 40 日程度に減少しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：気象庁  気象観測データ（熊谷地方気象台）/埼玉県気候変動適応センター提供  
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③ 日照 

平成 28（2016）年から令和２（2020）年の 5 年間における月間の年平均日照時間は 182.1

時間です。また、月間の日照時間は、12 月から 5 月にかけて 200 時間を超えています。 

 
 

【各年  月別日照時間】 

 

 

 

 

 

 

出典：気象庁  気象観測データ（熊谷地方気象台） 

 

 
 

【月別平均日照時間（平成 28 年～令和２年）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：気象庁  気象観測データ（熊谷地方気象台） 

 

 

 

 

 

 

 

  

（時間）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年平均
年間
合計

平成28年 222.0 194.2 191.8 180.2 206.4 151.6 134.9 165.6 93.9 151.4 157.2 222.1 172.6 2071.3

平成29年 236.1 238.9 212.3 226.7 214.8 187.2 174.8 82.8 165.5 119.1 196.2 240.4 191.2 2294.8

平成30年 224.1 201.1 224.8 226.7 209.0 204.2 214.5 212.7 84.1 154.6 171.2 181.3 192.4 2308.3

令和元年 252.7 180.7 217.4 225.1 248.5 134.4 80.6 185.1 155.2 116.9 188.4 158.4 178.6 2143.4

令和２年 183.7 215.9 205.1 239.3 186.9 148.5 46.6 250.9 102.4 122.6 200.2 208.5 175.9 2110.6

平均 223.7 206.2 210.3 219.6 213.1 165.2 130.3 179.4 120.2 132.9 182.6 202.1 182.1 2185.7
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２．環境に関する意識調査 
 

令和４（2022）年度を初年度とする第５次上里町総合振興計画後期基本計画を策定するにあ

たり、町民の皆様のさまざまな意見を把握するためにアンケート調査（以下、「アンケート調査」

という。）を実施しました。調査期間は令和３（2021）年４月 23 日～５月 10 日、調査対象は

上里町に居住する 18 歳以上の 2,000 名とし、住民基本台帳から無作為抽出しました。郵送に

よる配布・回収の結果、有効回収数 877、回収率 43.9％となっています。 

このアンケート調査の結果から、環境に関連する項目を抽出し、環境基本計画の課題を整理しまし

た。 

 

（１） 上里町の住みよさについて 

 項目 割合    

  
1 住みよい 25.1％   約85％の方が「住みよい」と

回答しています。   2 まあまあ住みよい 60.0％   
  3 あまり住みよくない 12.5％   約14％の方が「住みよくな

い」と回答しています。   4 住みよくない 1.9％   
   

（２） 上里町が住みよい人が、住みやすいと感じる点について 

 項目 割合    
  

1 買い物の場所や手段が充実している 54.8％   
「公園や自然などの環境がよ
い」は、約26％となっていま
す。 

  
2 町外への交通の便がよい 43.8％   

  
3 治安がよい 35.5％   

  
4 公園や自然などの環境がよい 25.6％   

  
5 近所のつきあい、地域活動の活発さ 13.9％    

  
6 町内の交通の便がよい 12.6％    

  
7 医療・福祉のサービスがよい 10.3％    

  
8 保育・教育のサービスがよい 6.0％    

  
9 公共施設などが充実している 6.0％    

  
10 防災体制が整っている 4.7％    

  
11 就労の機会が多い 2.4％    

  
12 わからない・特にない 7.5％    

   

（３） 上里町が住みよくない人が、住みよくないと感じる点について 

 項目 割合    
 
 
 

  
1 医療・福祉のサービスが不十分 49.6％   

  
2 町内の交通の便が悪い 47.2％   「公園や自然などが少ない」

が約37％となっています。後
に示すように、自由記述の回
答では、公園に関する意見が
最も多くなっています。 

  
3 町外への交通の便が悪い 44.1％   

  
4 買い物の場所や手段が少ない 43.3％   

5 公園や自然などが少ない 37.0％  
 

6 公共施設が充実していない 30.7％   
  

7 保育・教育のサービスが不十分 24.4％    
  

8 就労の機会が少ない 22.0％    
  

9 治安が悪い 12.6％    
  

10 防災体制が整っていない 9.4％    
  

11 近所のつきあい、地域活動が少ない 8.7％    
  

12 わからない・特にない 2.4％    
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（４） 関心のある環境問題について 

 項目 割合    
  

1 異常気象（気温の上昇、大雨の増加など） 54.6％   「異常気象（気温の上昇、大
雨の増加など）」が約55％と
最も多くなっています。地球
温暖化とも関連する異常気象
が、近年の全国的な被害の増
加とともに、町民の関心が高
まっていることがうかがえま
す。 

  
2 化学物質などによる大気の汚染 7.6％   

  
3 ごみ排出量の増加 7.5％   

  
4 海へのプラスチックごみ流出 7.1％   

  
5 二酸化炭素排出量の増加 5.6％   

  
6 リサイクル問題 4.4％   

  
7 農作物収穫量の減少 4.0％   

  
8 外来生物の増加 3.0％    

  
9 河川などの水質悪化 2.4％    

   
 

（５） 観光振興のため強化すべき取組について 

 項目 割合    
  

1 観光農業や河川の自然環境を活用した 
上里ＳＡ周辺地区の整備事業の推進 

52.2％ 

 

  「観光農業や河川の自然環境
を活用した上里ＳＡ周辺地区
の整備事業の推進」が約52％
と最も多くなっています。 

  
  
  

2 イベントや祭りの内容の充実 29.1％   
  

3 近隣市町村との連携による観光ルートの設定 20.1％   
  

4 まちの歴史・文化をテーマとした観光機能の充実 17.9％    
  

5 現状のままでよい 7.2％    
  

6 わからない 11.3％    
  

 

（６） 今後上里町が目指すべき方向性について 

 項目 割合    
  

1 事故や犯罪のない安全安心なまち 52.9％   「台風や大雨、地震などの災
害に強い防災のまち」が約
31％となっています。災害へ
の関心の高さがうかがえま
す。 

  
2 地域全体で子どもの成長を支援する子育てのまち 34.1％   

  
3 良好な生活環境の整った住宅のまち 33.4％   

  
4 高齢者や障害者等を大切にする福祉のまち 33.2％   

  
5 台風や大雨、地震などの災害に強い防災のまち 31.2％   

  
6 商業が盛んで買い物が便利なまち 25.7％    

  
7 農業振興を中心にした緑豊かな田園のまち 16.6％    

  
8 学校教育や生涯学習が充実した教育と文化のまち 15.3％    

  
9 道路や鉄道の機能を活かした交通拠点のまち 11.2％   「資源を再利用し、ごみゼロ

を目指す環境保全のまち」は、
約８％となっています。 

  
10 資源を再利用し、ごみゼロを目指す環境保全のまち 8.4％   

  
11 スポーツが盛んな健康的なまち 5.7％   

  
12 高度な技術を中心に都市的工業の整ったまち 4.6％    

  
13 町の資源を活かした観光・交流のまち 3.9％    

   

（７） 自由意見について 

アンケート調査における、まちづくりについての自由意見は、245 人の方から回答をいただ

きました。その内、最も多かった意見が「公園・屋内運動施設の整備」に関するもので、38 件

でした。 

また、「生活環境の改善」に関する意見や家畜による悪臭、ペットの飼い方に関する苦情、ごみ

を家で燃やす家庭がある、などの意見が見られました。  



第２章  上里町の現状と課題 

22 

３．計画の達成状況と評価 
 

第２次上里町環境基本計画において町が取り組んでいる環境施策について、平成 29（2017）

年度から令和３（2021）年度までの活動の達成状況を庁内において評価しました。 

また、個々の取組の内容と進捗状況についても、主だった活動結果を以下にまとめました。 

 

表の見方について 

＜評価結果＞ 

Ａ：期待以上の成果をあげた 

Ｂ：期待どおりの成果をあげた 

Ｃ：期待どおりの成果をあげていない 

Ｄ：実施していない 

評価をした主たる担当部署 

【総務】総務課/【総政】総合政策課/ 

【く安】くらし安全課/【まち】まち整備課/ 

【産振】産業振興課/【上下水】上下水道課/ 

【学教】学校教育課/【学指】学校教育指導室/ 

【生涯】生涯学習課/【郷資】郷土資料館/ 

【施設】施設を所管する各課 

 

「○」⇒  達成状況    /    「◆」⇒  課題、今後の方針 

 

基本方針１：生活環境の保全と創出 

施策方針①大気環境の保全 

 固定発生源対策の推進【く安】 評価結果 B 

○開発行為を行う事業者が環境基準を遵守するよう活動しています。 

 移動発生源対策の推進【総務・総政・く安・まち・上下水・学教】 評価結果 B 

○令和２年度に公用車１台について、ハイブリッド車への買替えを実施しました。 

○ホームページ等を通じて、町民に公共交通機関の利用促進を周知しています。 

○公共事業に使用する建設機械は、排出ガス対策型建設機械を使用しています。 

◆公用車導入、エコドライブ啓発、公共交通機関利用の啓発などの施策を、見直し後の

計画では温暖化対策としても取り組みます。また、公用車更新の際には、電気自動車

（EV）などの次世代自動車の導入に努めます。 

 野外焼却の防止【く安・産振】 評価結果 B 

○法に適合しない簡易焼却炉撤去を要請する取組の継続により、対象が減少していま

す。 

 大気汚染状況の監視【く安】 評価結果 B 

○近隣に位置する一般環境大気測定局の測定結果の把握を継続しています。 
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施策方針②生活用水の管理 

 水道施設の適正管理の推進【上下水・施設】 評価結果 B 

○老朽管、民地管の解消及び他事業に伴う布設替え工事などを行い、浄水場等について

も随時更新を行っています。 

○令和２年度に公共施設点検マニュアルにより各施設の点検を実施、漏水が確認された

場合には、各施設により漏水対策工事を実施しています。 

施策方針③公害（騒音・振動・悪臭）の防止 

 騒音対策の推進【く安・まち・上下水・学教】 評価結果 B 

○法令に則り、騒音防止対策に努めています。 

○公共事業に際しては、低騒音型建設機械を使用し工事を行っています。 

 振動対策の推進【く安・まち・上下水・学教】 評価結果 B 

○法令に則り、振動防止対策に努めています。 

○公共事業に際しては、低振動型建設機械を使用し工事を行っています。 

 悪臭対策の推進【く安・産振】 評価結果 B 

○法令に則り、悪臭低減のために協力要請、指導に努めています。 

○広報、回覧を通じて野外焼却防止の普及啓発に努めています。 

 公害発生状況の監視と啓発【総務・く安・まち・上下水・学教】 評価結果 B 

○法令に則り、監視、啓発を行っています。 

○工事を行う際は、工事該当地区に工事のお知らせを回覧し、業者も各家庭に訪問し、

対応しています。 

◆今後も、職員研修を実施し、環境・公害に対する啓発に努めます。 

施策方針④有害化学物質による汚染防止 

 ダイオキシン類発生対策【く安・産振】 評価結果 B 

○大気環境中のダイオキシン類濃度の状況について、毎年、計測を行い、基準値未満の

状態が続いています。 

◆稲わらの堆肥化推進を、見直し後の計画では温暖化対策として扱います。 

 有害化学物質に関する情報収集【く安】 評価結果 B 

○有害化学物質について、国や県などの研究機関から発信される情報を収集し、町民・

事業者への情報提供に努めています。 

 アスベスト対策の推進【く安】 評価結果 B 

○法令に則り、解体作業や適正処理の指導をしています。 

○不法投棄防止啓発パトロールを委託実施しています。 

施策方針⑤公害苦情の管理 

 公害苦情の適正処理【く安】 評価結果 B 

○公害苦情について、通報を受け指導を実施しています。 

  



第２章  上里町の現状と課題 

24 

施策方針⑥都市環境の保全と創出 

 公園整備と利用促進【まち】 評価結果 A 

○駅南地区に２つの街区公園を整備しました。 

○上里サービスエリア周辺地区（このはなパーク）に芝生広場を整備しました。 

 道路整備と緑化の推進【まち】 評価結果 B 

○児玉工業団地アクセス道路やリバーサイドロード等の整備と道路の適切な管理に努

めています。 

◆「４-①緑地の保全」と内容が重複しているため、見直し後の計画では緑化の推進と切

り離し、道路整備についての項目に変更します。沿道景観の維持管理を継続しつつ、

道路整備を率先して実施します。 

施策方針⑦きれいな環境の保全と創出 

 環境美化の推進【総務・く安】 評価結果 B 

○令和 2 年度は、コロナ禍により地域活動の一つ「クリーンの日」（全町一斉清掃）を 5

月から 11 月に延期し、その後中止としましたが、令和３年度は、5 月に感染防止対策

をお願いし、自宅から集積場所までのごみ拾いを行うという、例年とは異なる方法で実

施しました。 

○不法投棄防止啓発パトロールを委託実施しています。 

◆今後も多くの町民の皆様に、クリーンの日にご協力いただけるよう工夫・改善を行い

ます。 

 不法投棄の防止と回収【総務・く安】 評価結果 B 

○不法投棄防止啓発パトロールを委託実施しています。 

○看板等を設置し、啓発を行っています。 

◆「クリーンの日」では、地域より不法投棄物が最終回収場所に運ばれてきていたり、

回収を依頼されることもありました。今後も、関係機関と連携を図り、不法投棄の防

止に努めます。 

 マナーの行き届いたペット飼育【く安】 評価結果 B 

○ペットが適正に飼われるよう、啓発活動を推進しています。 

 空き家・空き地の適正管理の推進【く安】 評価結果 B 

○空き家、空き地の適正管理が行われるよう、実態を把握し、指導、啓発活動を行っ

ています。 

 

基本方針１関連の指標（参照：P.９  第２章１節（２）①） 

指標名/【】内は環境基準 評価 状況 

浮遊粒子状物質(SPM)【100µg/m3】 A 基準以下で更に低下 

二酸化硫黄(SO2)【40ppb】 A 非常に低い値で維持 

二酸化窒素（NO2）【0.06ppm】 A 基準以下で更に低下 

微小粒子状物質(PM2.5) 

【35µg/m3】日平均/【15µg/m3】年平均 
A 低下 

光化学オキシダント【60ppb】 C 基準超え時間数が低下せず 

ダイオキシン類【0.6pg－TEQ/m3】 A 低い値で維持 
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基本方針２：地球温暖化対策の推進 

施策方針①資源・エネルギーの有効利用 

 再生可能エネルギー・省エネルギー設備や機器の普及【く安・施設】 評価結果 B 

○施設老朽化に伴い、省エネルギー設備として、平成 29～令和２年度に各小学校の浄

化槽設備更新を行いました。 

○施設改修に際して、平成 29～令和３年度に、各小学校において、LED照明への更新

を行いました。 

○町民・事業者へ再生可能エネルギー、省エネルギー設備や機器の導入を推進するため、

設置に関するガイドラインを策定しました。 

◆期間内に、新規の公共施設に再生可能エネルギー設備や機器の導入を行いませんでした。 

施策方針②地球温暖化防止の対策 

 地球温暖化対策の推進と啓発【く安・まち】 評価結果 B 

○「地球温暖化対策実行計画（事務事業編）」を策定し、目標値を達成しています。 

○町民・事業者に対し、温室効果ガス排出抑制の普及啓発を図っています。 

 節水、節電対策の推進【く安・学教・施設】 評価結果 B 

○学校へ文書等で周知を行い、節水・節電に努めました。 

 

基本方針３：ごみの減量化・リサイクルの推進 

施策方針①ごみの減量化 

 ごみの適正処理の推進【く安】 評価結果 C 

○交通安全運動を兼ねてエコバッグを配布しました。 

○４市町と広域市町村圏組合で形成される児玉郡市清掃行政研究会で、ごみの減量化と

適正処理に努めています。 

○一般廃棄物処理基本計画に基づき、適正な処理及び資源の循環に配慮した取組を進め

ています。 

◆ごみの量は県平均よりも多いため、ごみ減量化について更なる啓発等の強化が必要で

す。 

施策方針②リサイクルの推進 

 リサイクルの推進【く安】 評価結果 C 

○リサイクル活動への補助金の交付や、小型家電の回収等を実施しました。 

○リサイクルに関する意識高揚に努めました。 

○リサイクル方法についての情報収集と提供に努めました。 

◆リサイクル率は県平均よりも低いため、リサイクル意識の向上に向け、更なる啓発等

の強化が必要です。 
 

基本方針３関連の指標（参照：P.13  第２章１節（２）④） 

指標名 評価 状況 

１人１日あたりのごみ排出量(g) C 
量は減少傾向だが、県平均より多い。 

（県内 63 市町村中 52 位） 

リサイクル率（％） C 

町のリサイクル率は低下傾向。また、同様に低

下傾向の県平均よりリサイクル率が低い。 

（県内 63 市町村中 53 位） 
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基本方針４：田園環境の保全と歴史・文化の継承 

施策方針①緑地・水・農地の保全 

 緑地の保全【まち・郷資】 評価結果 B 

○今期は、計画期間中に該当する予定がなかったために実施はありませんでしたが、今

後も計画に施策を掲げ、必要に応じて対応していきます。 

 水の保全【く安・産振・上下水】 評価結果 B 

○河川水質状況調査を毎年実施しています。 

○下水道の整備を継続して実施し、令和 2 年度に下水道事業審議会、住民説明会及びパ

ブコメ、下水道全体計画区域の見直しについて検討を行いました。令和３年度に都市

計画審議会へ諮問、事業計画区域の拡大を行いました。 

○下水道接続相談会や戸別訪問による啓発活動を実施。 

〇未処理の生活排水は減少傾向にあり、河川などの公共用水域の水質改善に向けた取組

が進んでいます。 

○合併処理浄化槽への転換補助金を交付しています。 

 農地の保全【産振】 評価結果 B 

○就農者の確保や遊休農地の利用促進に努めています。 

施策方針②動物・植物の保全 

 動物の保全【く安・産振】 評価結果 C 

◆現在、上里町を特徴づける動物の保全のために差し迫った課題がありません。今後も

必要に応じて対応を進めます。 

◆今後は、特定外来生物や有害鳥獣増加への対策についても検討していく必要がありま

す。 

 植物の保全【く安・まち・産振】 評価結果 C 

○重要な植物及び上里町を特徴づける種の保全に関する情報を、各種媒体を通じて収

集・啓発に努めました。 

〇梨赤星病防止のためビャクシン類の植栽を行わないよう指導をしています。 

○植物の保全のために、事業者に対して周知を実施しました。 

◆現在、上里町を特徴づける植物の保全のために差し迫った緑化の課題がありません。

今後も必要に応じて対応を進めます。 

施策方針③歴史・文化環境の保全 

 文化財の保護と活用【郷資】 評価結果 B 

○遺跡の発掘を進めるなど、文化財の保護に努めました。 

○上里町ガイドマップの配布、郷土資料館の充実を通じて、文化財の保護に努めました。 

施策方針④景観の保全 

 景観資源の保全と活用【く安・まち】 評価結果 B 

○町内の景観資源を保全するとともに、その活用について検討を進めています。 

◆今後、街路（都市計画道路）の整備にあたっては、無電柱化の検討を進めます。 
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施策方針⑤人と自然とのふれあい活動の推進 

 人と自然とのふれあい活動の場の保全【く安・まち】 評価結果 B 

○駅南地区に２つの街区公園を整備しました。 

○上里サービスエリア周辺地区（このはなパーク）に芝生広場を整備しました。 

 人と自然とのふれあい活動の推進【く安】 評価結果 B 

○自然との活動の情報や機会の提供を推進するとともに、自然学習などの指導者の人材

育成や情報提供に努めました。 

施策方針⑥環境保全活動の推進 

 環境教育の推進【く安・学指】 評価結果 B 

○学校における環境教育、環境学習イベント、家庭における取組を広報に掲載するなど、

環境教育の推進に努めました。 

○リサイクル活動団体の資源回収に補助金を交付しています。 

 環境情報の収集及び提供【く安】 評価結果 B 

○環境情報を収集・整理し、広報やホームページなどを通じて、情報の提供を進めまし

た。 
 

基本方針４関連の指標（参照：P.10  第２章１節（２）②） 

指標名/【】内は環境基準 評価 状況 

生物化学的酸素要求量(BOD) 

神流川（神流川橋）【2mg/L】 

神流川（藤武橋）【2mg/L】 

元小山川（神泉橋）【3mg/L】 

C 

 

基準以下で維持 

基準以下で維持 

やや基準超えで維持 

地下水（硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素） A 
H25 から H30 にかけて基準

以下で概ね維持 
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４．第２次上里町環境基本計画（中間見直し）における主な課題 
 

本町の概況、アンケート調査及び計画の評価結果を踏まえ、基本方針ごとの今後対応すべき課

題を以下にまとめました。 

 

基本方針１：生活環境の保全と創出について 

 ・ 生活環境の改善を望む声が上がっています。家畜による悪臭、ペットの飼い方に関する

苦情、ごみを家で燃やす家庭がある、などの意見に対応する必要があります。 

・ 公園・屋内運動施設の整備を望む声が多く上がっています。県内では公園の広さが上位で

あるものの、公園の充実を更に望む方が多く、取組を進める必要があります。 

・ 「クリーンの日」では、地域より不法投棄物の回収を依頼されることもありました。今

後も、関係機関と連携しながら、不法投棄の防止対策を行うことが必要です。 

・ 光化学オキシダントの環境基準を超えた時間数が、増減を繰り返しながら概ね横ばい状

態です。都心の排気ガスが大気の流れにより移動してくることが原因と考えられます。

今後、長期的には、温暖化対策のために排気ガスの出ない車への移行が進み、将来的に

改善されていくことが期待されますが、監視を続ける必要があります。 

 

基本方針２：地球温暖化対策の推進について 

 ・ 関心のある環境問題として、異常気象（気温の上昇、大雨の増加など）をあげる方が半

数を超え最も多く、取組を進める必要があります。 

・ 新規の公共施設に再生可能エネルギー設備や機器の導入はありませんでした。今後、取

組を強化し、導入を進めることが必要です。 

・ 国の温室効果ガス排出量削減のための計画である「地球温暖化対策計画」の指針を踏ま

えて、「上里町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」を策定する必要があります。 

・ 地球温暖化による気候変動に対応するため、国の計画である「気候変動適応計画」の指

針を踏まえて、「上里町地域気候変動適応計画」を策定する必要があります。 

 

基本方針３：ごみの減量化・リサイクルの推進について 

 ・ １人１日あたりの排出量は減少傾向ですが、県平均より多くなっており、県内 63 市町

村中 52 位となっています。ごみの減量化の活動を強化することが必要です。 

・ リサイクル率は低下傾向となっており、県平均よりリサイクル率が低く、県内 63 市町

村中 53 位となっています。ごみの資源化の活動を強化することが必要です。 

・ 廃プラスチック類の分別収集に取り組むことが必要です。 

 

基本方針４：田園環境の保全と歴史・文化の継承について 

 ・ 観光農業や河川の自然環境が町の強みであると考える人が多いことがうかがえます。今

後、その強みを生かした取組を検討していくことが必要です。 

・ 動植物の保全については、今後も、町の状況を把握しつつ、対応をしていく必要があり

ます。 
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 緑、空、水を大切に、自然と共生するまち かみさと 

第３章  計画の方向 

 

１．望ましい環境像 
見直し前計画の望ましい環境像を踏襲します。 

 

 

 

２．基本方針 
今回中間見直しであることから、見直し前計画の基本方針を踏襲しました。上里町地球温

暖化対策実行計画（区域施策編）・上里町地域気候変動適応計画は、「２．地球温暖化対策の推

進」に包括します。 

 

１．生活環境の保全と創出 

２．地球温暖化対策の推進 

（上里町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）・上里町地域気候変動適応計画） 

３．ごみの減量化・リサイクルの推進 

４．田園環境の保全と歴史・文化の継承 

 

上里町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）と上里町地域気候変動適応計画の具体的な

施策については、以下の国の計画の指針に沿って検討しました。 
 

■ 地球温暖化対策計画が示す指針 

①再生可能エネルギー等の導入拡大・活用促進と省エネルギーの推進 

②脱炭素型ライフスタイルへの転換（国民一人ひとりの理解と行動変容の促進） 

③環境教育及び持続可能な開発のための教育の推進 

④国・地方脱炭素実現会議にて策定した「地域脱炭素ロードマップ」に基づいた取組 

 屋根置きなど自家消費型の太陽光発電の導入 

 地域共生・地域裨益（ひえき）型再生可能エネルギーの立地促進 

 公共施設など業務ビル等における徹底した省エネルギーと再生可能エネルギー 

電気調達の推進や、更新や改修時の ZEB 化誘導 

 住宅・建築物の省エネルギー性能等の向上 

 ゼロカーボン・ドライブの普及 

 資源循環の高度化（循環経済への移行） 

 コンパクト・プラス・ネットワーク等による脱炭素型まちづくり 

 食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立 
 

■ 気候変動適応計画が示す指針 

地方公共団体は、地域の自然的経済的社会的状況に応じた気候変動適応に関する施策を

推進するため、国の気候変動適応計画を勘案し、地域気候変動適応計画を策定するよう努

める。その際、防災・国土強靱化に関する施策、農林水産業の振興に関する施策など、関係

部局の連携協力の下、関連する施策に積極的に気候変動適応を組み込み、各分野における

気候変動適応に関する施策を推進するよう努める。 
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望ましい 

環境像 緑、空、水を大切に、 

第４章  施策の展開 

１．施策の体系 
目標の実現に向けて、４つ

の基本方針、施策方針、環境施

策を設定します。施策の体系

は以下のとおりです。 

 

基本方針１：生活環境の保全と創出 

施策方針 環境施策 

①大気環境の保全 固定発生源対策の推進 / 移動発生源対策の推進 / 

野外焼却の防止 / 大気汚染状況の監視 

②生活用水の管理 

 

水道施設の適正管理の推進 

③公害（騒音・振動・悪臭） 

の防止 

騒音対策の推進 / 振動対策の推進 / 悪臭対策の推進 / 

公害発生状況の監視と啓発 

④有害化学物質による 

汚染防止 

ダイオキシン類発生対策 / 有害化学物質対策の推進/ ア

スベスト対策の推進 

⑤公害苦情の管理 

 

公害苦情の適正処理 

⑥都市環境の保全と創出 

 

公園整備と利用促進 / 道路整備の推進 

⑦きれいな環境の 

保全と創出 

環境美化の推進 / 不法投棄の防止/ マナーの行き届いた

ペット飼育 / 空き家・空き地の適正管理の推進 

 

基本方針２：地球温暖化対策の推進 
①、②：上里町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）に対応 

③     ：上里町地域気候変動適応計画に対応 

施策方針 環境施策 

①再生可能エネルギーや 

省エネルギー設備の普及 

 

再生可能エネルギー・省エネルギー設備や機器の導入/ 

再生可能エネルギー・省エネルギー設備や機器につい

ての啓発 

②地球温暖化対策のための 

行動の推進と啓発 

 

温室効果ガス削減の取組の推進 / 節水、節電対策の推

進 / 温室効果ガス削減のための行動の普及啓発 

③気候変動による被害の回避・軽減 

 

 

農業分野/ 水環境・水資源分野/ 自然生態系分野/ 自

然災害分野/ 健康分野/ 町民生活分野 
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自然と共生するまち かみさと 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

基本方針３：ごみの減量化・リサイクルの推進 

施策方針 環境施策 

①ごみの減量化 

 

ごみの適正処理の推進 

②リサイクルの推進 

 

リサイクルの推進 

 

基本方針４：田園環境の保全と歴史・文化の継承 

施策方針 環境施策 

①緑地・水・農地の保全 

 

緑地の保全 / 水の保全 / 農地の保全 

 

 

②生物多様性の保全 

 

野生生物の保護管理と外来種対策 / 植物の保全 

③歴史・文化環境の保全 

 

文化財の保護と活用 

④景観の保全 

 

景観資源の保全と活用 

⑤人と自然とのふれあい 

活動の推進 

人と自然とのふれあい活動の場の保全 / 

人と自然とのふれあい活動の推進 

⑥環境保全活動の推進 

 

環境教育の推進 / 環境情報の収集及び提供 

 

 

 

 

 

※  各施策方針に対応する

SDGs の目標を体系図

中に示します。 
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２．環境施策 
環境像の実現に向けて、基本方針に基づく具体的な施策を掲載します。 

 
 

基本方針１   生活環境の保全と創出 

                     

人々の健康及び生活環境を保全し、清潔で美しいまちづくりを創出するため、大気、水質を

良好な状態に保ち、騒音、振動、悪臭などの公害を未然に防止します。 

                     

 

【基本方針１ 取組指標】（現状：令和元（2019）年度、目標令和 8（2026）年度） 

指標名 単位 環境基準(※１) 現状 目標 

浮遊粒子状物質(SPM) µg/m3 100 34～40 維持 

二酸化硫黄(SO2) ppb 40 2 維持 

二酸化窒素（NO2） ppm 0.06 0.11～0.17 維持 

微小粒子状物質(PM2.5) 

日平均/年平均 

µg/m3/ 

µg/m3 

35/ 

15 

9.3/ 
22.4 

維持 

光化学オキシダント 
（1 時間値の最高値） 

ppb 60 117～126 基準値以下 

ダイオキシン類 ｐg-TEQ/m3 0.6 
0.018～0.025 
（令和２年度） 

維持 

※１：環境基準は、法律に基づいて国が定める、人の健康を保護し、生活環境を保全するうえで維持する 

ことが望ましいとされる基準。 

 

 

施策方針１  大気環境の保全 
 

大気汚染物質の状況は、本町の近傍に位置する本庄測定局及び本庄児玉測定局の経年変化を

見ると、ほとんどの項目で環境基準を下回り、さらに、減少傾向を示しています。しかし、光

化学オキシダントの環境基準を超えた時間数が、増減を繰り返しながら概ね横ばい状態です。

長期的には、温暖化対策のために排気ガスの出ない車への移行が進むことを念頭に、引き続き、

法律及び条例に基づいた監視を行うとともに、大気汚染物質のより一層の削減を目指します。 

 

環境施策 固定発生源対策の推進 

・ 「大気汚染防止法」及び「埼玉県生活環境保全条例」に基づく規制及び基準を遵守するよう

事業者に協力を求めます。 

・ 法及び条例適用外の施設についても適正な管理を求め、大気環境の保全を図ります。 
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環境施策 移動発生源対策の推進 

・ 公用車を更新する際には、電気自動車（EV）、プラグインハイブリッド自動車（PHV）、燃

料電池自動車（FCV）などの次世代自動車を導入し、排出ガスの抑制を図ります。 

・ エコドライブやアイドリングストップなどを啓発し、促進します。 

・ 電車やバスなどの公共交通機関や自転車の利用を促進するため、町民・事業者に対し啓発し

ます。 

・ 公共事業に際しては、排出ガス対策型建設機械を使用します。 

・ 民間事業者が実施する建設工事に際しては、排出ガス対策型建設機械の使用を推進し、大気

汚染物質の削減がより一層図られるよう協力を求めます。 

 

環境施策 野外焼却の防止 

・ 野外焼却防止の適正指導を徹底します。 

・ 違法な野外焼却の防止に向けた普及啓発に努めます。 

・ 町民・事業者と協力し、法に適合しない簡易焼却炉撤去の要請を継続して実施します。 

 

環境施策 大気汚染状況の監視 

・ 近隣に位置する一般環境大気測定局の測定結果を把握し、大気汚染状況について監視を行い

ます。 

・ 町域の放射線量について、簡易測定を行い、モニタリング監視に努めます。 

 

 

 

施策方針２  生活用水の管理 
 

水道施設の適正な維持管理を継続して行い、安全で良質な水を供給できるよう努めます。 

 

環境施策 水道施設の適正管理の推進 

・ 水道施設の適正な維持管理を今後とも行います。 

・ 施設老朽化に伴う漏水の対策を推進します。 

  



 
第４章 基本方針１ 

34 

 

施策方針３  公害（騒音・振動・悪臭）の防止 
 

騒音・振動・悪臭についての取組は、良好な達成状態です。継続して法及び条例に基づく対

応を行います。今後も、一層公害を低減していくため、町民・事業者に対して指導や公害防止

の普及、啓発活動に努めます。 

 

環境施策 騒音対策の推進 

・ 「騒音規制法」を遵守し、工場や事業場へより一層の騒音の低減に協力を求めます。 

・ 騒音の現状を的確に把握し、騒音防止対策を推進します。騒音発生が著しい場合は、管理者

に対し、騒音対策を要請します。 

・ 公共事業に際しては、低騒音型建設機械を使用します。 

・ 民間事業者が実施する建設工事に際しては、低騒音型建設機械の使用を推進し、より一層の

騒音の低減に協力を求めます。 

・ 営業騒音や生活騒音などでは、町民・事業者に対し、指導や近隣騒音防止の普及啓発活動を

推進します。 

 

環境施策 振動対策の推進 

・ 「振動規制法」を遵守し、工場や事業場へより一層の振動の低減に協力を求めます。 

・ 振動の現状を的確に把握するとともに、振動防止対策を推進します。振動発生が著しい場合は、

管理者に対し、振動対策を要請します。 

・ 公共事業に際しては、低振動型建設機械を使用します。 

・ 民間事業者が実施する建設工事に際しては、低振動型建設機械の使用を推進し、より一層の

振動の低減に協力を求めます。 

 

環境施策 悪臭対策の推進 

・ 「悪臭防止法」に基づく施設などの適正な運用を行うとともに、工場や事業場へより一層の

悪臭の低減に協力を求めます。 

・ 悪臭発生源に対しては監視を継続し、必要に応じて指導します。 

・ 「家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促進に関する法律」等に基づき、適正な管理を推

進します。 

・ 広報やホームページなどを通じ、野外焼却防止の普及啓発に努めます。 

 

環境施策 公害発生状況の監視と啓発 

・ 騒音・振動・悪臭の発生状況について監視を行い、必要に応じて発生抑制などの指導を行い

ます。 

・ 公害に対し、専門性を有する人材の確保に努めます。 

・ 広報やホームページなどで、公害の未然防止に関する啓発活動を推進します。 

・ 工事を行う際は、近隣住民に対し、事前に回覧や訪問により工事を周知するなどの対応を推

進します。 
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施策方針４  有害化学物質による汚染防止 
 

ダイオキシン類濃度が基準値に対し十分に低い数値で推移するなど、有害物質への取組の活

動は良好に進んでいます。今後も野外焼却対策などの推進やダイオキシン類の発生状況の監視

を行い、アスベストやその他の有害化学物質に関する情報収集に努め、町民・事業者に対し、

普及、啓発活動に努めます。 

 

環境施策 ダイオキシン類発生対策 

・ 「ダイオキシン類対策特別措置法」に基づき、ダイオキシン類の発生の抑制に努めるととも

に、工場や事業場に協力を求めます。 

・ 簡易焼却炉によるごみの焼却の防止や野外焼却防止のため、広報やホームページなどを通じ

て啓発活動に努めます。 

・ 大気環境中のダイオキシン類濃度の状況について、監視・測定を行います。 

 

環境施策 有害化学物質対策の推進 

・ 有害化学物質について、国や県などの研究機関から発信される情報を収集し、町民・事業者

への情報提供に努めます。 

・ 民間事業者が有害化学物質の適正管理の自主的取組に努め、より一層の排出抑制を進めるよ

う協力を求めます。 

 

環境施策 アスベスト対策の推進 

・ アスベストが含まれた建築物の解体や改修作業を実施する際は、「大気汚染防止法」や「建

築物の解体などに係る石綿飛散防止対策マニュアル」などに基づいた作業を実施するよう指

導します。 

・ アスベスト廃棄物の適正処理を推進し、リサイクル資材への混入を防止するよう指導しま

す。 

・ アスベスト廃棄物が不法投棄されないよう監視します。 

 

  



 
第４章 基本方針１ 

36 

 

施策方針５  公害苦情の管理 
 

通報を受けた公害苦情について、適宜指導を実施しています。しかしながら、アンケート調

査において、悪臭、ペットの飼い方などの生活環境の改善を望む声が寄せられています。今後

も、公害苦情に適切に対応するとともに、町民・事業者へ啓発し、公害の発生抑制に努めます。 

 

環境施策 公害苦情の適正処理 

・ 公害苦情について、適切な対応に努めます。 

・ 新たな環境問題に対応できるよう、環境に関する情報の収集に努めます。 

・ 町民・事業者向けに公害防止に関する情報の提供など普及、啓発活動を推進します。 

 

 

施策方針６  都市環境の保全と創出 
 

駅南地区に２つの街区公園を整備し、町民一人あたりの公園面積は 22.3m2/人と、県内 63

市町村中７位（平成 3O 年度）となっており、良好な状況です。しかし、アンケート調査では、

公園の整備、増加を望む声が寄せられています。今後も計画的に公園や道路の整備を推進しま

す。 

 

環境施策 公園整備と利用促進 

・ 公園や広場などゆとりのある空間を創出するため、計画的な公園整備を推進します。 

・ 町民参加型で、公園管理を実施できるよう推進します。 

 

環境施策 道路整備の推進 

・ 道路の安全性、利便性の向上を図るため、道路整備を推進します。 

・ 沿道景観、環境保全を図るため、道路の維持管理に努めます。 

・ 都市基盤施設として位置づける道路は、上里町都市計画マスタープランに基づいて、計画的

な整備を継続します。 
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施策方針７  きれいな環境の保全と創出 
 

不法投棄防止の啓発パトロールや看板設置などの活動を続け、不法投棄は減少傾向にありま

す。アンケート調査では、ペットの飼い方改善の要望が見られ、今後も啓発活動に努めるとと

もに、町民・事業者と協力して対応します。また、空き家・空き地の管理についても、取組を

継続します。 

 

環境施策 環境美化の推進 

・ 町民・事業者と協力した清掃活動を継続します。 

・ ごみのポイ捨て防止の啓発に努めます。 

 

環境施策 不法投棄の防止 

・ 町民、関係機関と協力して不法投棄防止に努めます。 

・ 不法投棄禁止を促す看板の設置などを行います。 

・ 不法投棄が行われないよう、除草などの適正な管理を土地所有者に要請します。 

・ 不法投棄防止のためのパトロールを強化します。 

・ 継続的に不法投棄が行われている場所については、監視カメラの設置を検討します。 

 

環境施策 マナーの行き届いたペット飼育 

・ フンの始末が行われるよう、看板設置などの啓発活動を推進します。 

・ ペットを適正に飼うよう、啓発活動を推進します。 

・ 広報やホームページなどで、マナー向上啓発に努めます。 

 

環境施策 空き家・空き地の適正管理の推進 

・ 適正管理が行われるよう、啓発活動を推進します。 

・ 実態を把握し、所有者に対して適正な管理を促します。 

・ 不適正な管理の対策などについて、関係機関と連携して対応を検討します。 
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基本方針２   地球温暖化対策の推進 
 

 

基本方針２は、以下の２つの計画に対応します。 

 

上里町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）       （P.40～49） 
地球の平均気温は、産業革命以降上昇が続いており、このまま温暖化が進むと豪雨や洪水、その

他多様な分野で悪影響が増大することが予測されています。このため、近年、地球温暖化に対する

危機意識が世界で高まり、温室効果ガス排出ゼロに向けた動きが活発になり、地球温暖化を 1.5℃

に抑制するための努力を行うことが急務とされています。 

上里町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）は、国の「地球温暖化対策計画」を踏まえ、温室効

果ガス削減による地球温暖化対策、すなわち「緩和策」を推進していくことを目的とします。 

 

上里町地域気候変動適応計画          （P.50～52） 
地球温暖化が要因と考えられる気候変動により、大雨による災害の増加や、農作物の品質低下、

動植物の分布域の変化、熱中症リスクの増加などが全国各地で起きています。現在、地球温暖化

対策が推進されていますが、対策を最大限行った場合でも、気温の上昇を完全に抑えることはで

きないと予測されています。 

上里町地域気候変動適応計画は、国の「気候変動適応計画」及び本町の地域特性を踏まえ、

現在と将来に予測される気候変動の影響による被害を回避・軽減するための「適応策」を推

進していくことを目的とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：A-PLAT（国立研究開発法人 国立環境研究所） 
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２つの計画を策定し、「緩和策」と「適応策」の両輪の取組を推進することで、持続可能な社会

の構築を図ります。 

なお、計画は次のマニュアルに基づき策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域気候変動適応計画
策定マニュアル

（平成30年11月）

地方公共団体実行計画
（区域施策編）

策定・実施マニュアル
（令和3年３月）

上里町地球温暖化対策
実行計画（区域施策編）

※町域全体の温室効果ガスの排出
の抑制のための計画

上里町地域気候変動
適応計画

※町域全体の気候変動による被害
の回避・軽減のための計画

気温上昇
気候変動

自然環境への影響
人間社会への影響

上里町地球温暖化対策

実行計画（区域施策編）
上里町地域気候変動適応計画

温室効果ガスの削減

（再生可能エネルギー利用や

省エネ、その他）

予測される被害を

回避・軽減

緩和 適応

人間活動による
温室効果ガス増加
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上里町地球温暖化対策実行計画（区域施策編） 
 

※埼玉県がまとめる市町村の温室効果ガス排出量データの算定方法が修正される予定があ

り、パブリックコメントの後に、P.40～45、49 の数値、説明に修正が入ることにご留意

下さい。 
 

１．上里町の温室効果ガス排出量 
（１）本計画で対象とする温室効果ガス 

地球温暖化対策推進法で定められる、7 種類のガスを対象とします。 

 

ガス種 特徴 主な発生要因 

二酸化炭素（CO2） 排出量が多いため、７種類の温室効果ガス

の中では温室効果への影響が最も大きい。 

・化石燃料の燃焼 

・廃棄物の焼却 

メタン（CH4） 二酸化炭素と比べると、重量あたり約 25 倍

の温室効果がある。 

・家畜の消化管内発酵 

・稲作 

・廃棄物の埋立など 

一酸化二窒素（N2O） 二酸化炭素と比べると、重量あたり約 298

倍の温室効果がある。 

・燃料の燃焼 

・農地への施肥 

・家畜排せつ物の処理など 

ハイドロフルオロカー

ボン（HFC） 

オゾン層を破壊しないフロン。二酸化炭素

と比べると、種類によって重量あたり約 12

～14,800 倍の温室効果がある。 

・冷蔵庫・エアコン等の冷媒 

・化学物質の製品プロセス

など 

パーフルオロカーボン 

（PFC） 

二酸化炭素と比べると、種類によって重量

あたり約 7,390～22,800 倍の温室効果

がある。 

・半導体の製造プロセスな

ど 

六フッ化硫黄（SF6） 二 酸 化 炭 素 と 比 べ る と 重 量 あ た り 約

22,800 倍の温室効果がある。 

・電気の絶縁体など 

三フッ化窒素（NF3） 二 酸 化 炭 素 と 比 べ る と 重 量 あ た り 約

17,200 倍の温室効果がある。 

・半導体の製造プロセスな

ど 

 

（２）温室効果ガス排出の部門・分野 

石油や石炭などから作られる電力や燃料などのエネルギーを消費したとき、二酸化炭素排出量

が計上されます。このエネルギー起源二酸化炭素排出は、次のように分類されます。 

ガス

種 
部門・分野 概   要 

エネルギー起源二酸化炭素 

 

産業部門 

農林業 農林水産業における工場・事業場のエネルギー消費に伴う排出 

鉱業 鉱業における工場・事業場のエネルギー消費に伴う排出 

建設業 建設業における工場・事業場のエネルギー消費に伴う排出 

製造業 製造業における工場・事業場のエネルギー消費に伴う排出 

業務その他部門 
事務所・ビル、商業・サービス業施設のほか、他のいずれの部

門にも帰属しないエネルギー消費に伴う排出 

家庭部門 家庭におけるエネルギー消費に伴う排出 

運輸部門 
自動車 自動車（旅客・貨物）におけるエネルギー消費に伴う排出 

鉄道 鉄道におけるエネルギー消費に伴う排出 
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エネルギー起源二酸化炭素以外の温室効果ガスは、下記の排出活動から算出され、ガス（二酸

化炭素、メタン、一酸化二窒素、代替フロン４ガス）ごとに分類されています。なお、温室効果

への影響はガスによって異なるため、比較が可能なように二酸化炭素量として計算されています。 

 

エネルギー起源二酸化炭素以外のガス 

 自動車の走行による排出（メタン、一酸化二窒素） 

廃棄物の燃焼による排出（メタン、一酸化二窒素、二酸化炭素） 

排水処理による排出（メタン、一酸化二窒素） 

水田からの排出（メタン） 

農業廃棄物の焼却からの排出（メタン、一酸化二窒素） 

耕地における肥料の使用からの排出（メタン、一酸化二窒素） 

 代替フロン等を利用した製品の製造・使用、他（代替フロン） 

 

（３）温室効果ガス排出量の状況 

① 平成 25（2013）年度における温室効果ガス排出量の国、県との比較 

平成 25（2013）年度における国、埼玉県、上里町の温室効果ガス排出量は以下のとおりで

す。 

 国 埼玉県 上里町 

排出量 

（千 t-CO2） 
構成比 

排出量 

（千 t-CO2） 
構成比 

排出量 

（千 t-CO2） 
構成比 

全体値 1,305,800 100.0％ 43,842 100.0％ 255.9 100.0％ 

産業部門 463,000 35.5％ 12,620 28.8％ 91.1 35.6％ 

業務その他 

部門 
238,000 18.2％ 5,734 13.1％ 25.4 9.9％ 

家庭部門 208,000 15.9％ 10,224 23.3％ 42.3 16.5％ 

運輸部門 224,000 17.2％ 9,737 22.2％ 50.9 19.9％ 

エネルギー起源

以外の二酸化炭

素 

82,300 6.3％ 3,230 7.4％ 7.0 2.7％ 

メタン 30,000 2.3％ 307 0.7％ 10.1 3.9％ 

一酸化二窒素 21,400 1.6％ 361 0.8％ 16.4 6.4％ 

代替フロン等 4

ガス 
39,100 3.0％ 1,629 3.7％ 12.8 5.0％ 

出典：（国データ）地球温暖化対策計画（2021 年 10 月閣議決定） 

出典：（埼玉県・上里町データ）埼玉県市町村温室効果ガス排出量推計報告書 2016 年度 
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② 町の温室効果ガス排出量の推移 

温室効果ガス排出量の推移は、次のとおりです。産業部門の温室効果ガス排出量が最も多く、

次いで運輸部門、家庭部門という傾向が続いています。 

排出量（千 t-CO2） 

＼（年度） 
平成 
19 

(2007) 

 
20 

(2008) 

 
21 

(2009) 

 
22 

(2010) 

 
23 

(2011) 

 
24 

(2012) 

 
25 

(2013) 

 
26 

(2014) 

 
27 

(2015) 

 
28 

(2016) 

全体値 249.1 223.3 228.7 242.2 255.6 250.1 255.9 222.9 222.5 215.6 

 
産業部門 112.5 91.5 84.8 91.5 98.3 87.7 91.1 86.3 86.5 80.4 

 農林業 6.0 5.3 6.4 6.2 5.7 5.7 5.3 4.8 5.3 5.2 

鉱業 2.2 1.9 2.6 2.5 2.8 3.0 2.5 3.8 3.6 1.8 

建設業 4.3 1.5 1.3 1.1 1.5 2.2 1.7 2.3 1.9 1.9 

製造業 100.1 82.8 74.6 81.7 88.3 76.8 81.6 75.3 75.6 71.5 

業務その他部門 16.8 15.7 16.3 16.5 22.9 24.6 25.4 17.8 16.6 16.8 

家庭部門 35.5 34.9 33.9 36.0 39.1 42.9 42.3 39.7 38.7 36.6 

運輸部門 48.9 47.7 49.5 52.1 51.6 51.8 50.9 49.2 49.9 50.3 

 自動車 48.6 47.4 49.2 51.8 51.2 51.4 50.5 48.9 49.6 50.0 

鉄道 0.3 0.3 0.2 0.3 0.3 0.4 0.4 0.3 0.3 0.3 

エネルギー起源

以外の二酸化炭素 
6.0 5.0 5.6 7.8 4.9 5.1 7.0 5.1 5.3 6.0 

 一般廃棄物 4.2 3.6 3.9 3.7 3.7 3.5 5.9 4.2 4.1 5.1 

 産業廃棄物 1.7 1.4 1.7 4.1 1.2 1.6 1.0 0.9 1.2 1.0 

メタン 8.5 8.2 10.8 10.6 10.2 10.0 10.1 7.5 7.4 7.3 

一酸化二窒素 7.9 7.6 18.5 18.2 17.1 16.3 16.4 6.2 4.5 4.5 

代替フロン等 4

ガス 
13.0 12.7 9.3 9.6 11.7 11.8 12.8 11.1 13.6 13.7 

出典：埼玉県市町村温室効果ガス排出量推計報告書 2016 年度 

（端数処理により合計が合わない場合があります。） 
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③ 町の排出量の分析 

温室効果ガス排出の状況を更に分析するために、平成 25（2013）年度の部門別エネルギー

消費量を比較しました。 

 

上里町電力の内訳 

（平成 25（2013）年度） 

電力量 

(TJ) 
構成比 

全体値 688.3 100.0％ 

産業部門 353.1 51.3％ 

業務その他部門 110.3 16.0％ 

家庭部門 222.4 32.3％ 

運輸部門 2.4 0.4％ 

出典：埼玉県市町村温室効果ガス排出量推計報告書 2016 年度 

（端数処理により合計が合わない場合があります。） 
 

また、家庭部門の電力量を温室効果ガス排出量に変換すると、34.1 千 t-CO2（※１）となり、

平成 25（2013）年度家庭部門の全温室効果ガス排出量 42.3 千 t-CO2（P.42 を参照）の約

８割を占めます。 

 

運輸部門による温室効果ガス排出の分析のために、車の台数の内訳を埼玉県統計年鑑で見ると、

乗用車が 85.9％（平成 25（2013）年）を占めています。 

 

 

町の温室効果ガス排出量の特徴は以下のとおりです。 
 

①産業部門での温室効果ガス排出が最も多い。 

②家庭部門では、電力による温室効果ガス排出が約８割を

占める。 

③運輸部門の温室効果ガス排出は、乗用車が８割を超える。 
 

 

                                        

※１：計算値は、環境省  電気事業者別の CO2 排出係数－2013 年度実績－の排出係数を使用。 
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２．上里町の再生可能エネルギー 
令和元（2019）年度において、対消費電力 FIT 導入比は、12.7％となっています。これは、

上里町の年間の消費電力に対して、12.7％に相当する電力が再生可能エネルギーで発電された

ことを示します（FIT 制度を利用したもののみ）。内訳を見ると、95.9％が太陽光発電となって

おり、水力発電は 4.1％となっています。 
 

【上里町 対消費電力 FIT 導入率の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：環境省  自治体排出量カルテ 

 

一般家庭では 4kW 前後の太陽光発電が導入されることが多いため、10kW 未満の設備導入数

は一般家庭の設備導入数とみることができます。町における 10kW 未満の設備導入の累積件数

は令和元（2019）年度に 619 件となっており、これは町の世帯数の 4.8％に相当します。 
 

【上里町の太陽光発電（10kW 未満）設備の導入件数累積の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

出典：環境省  自治体排出量カルテ 
 
 
 
 
 

コラム：上里町での太陽光発電について 

 

仮に、全世帯が太陽光発電（4kW）を行った場合、上里町の消費電力の 27.2％（2013 年度）

の電力に相当します。また、家庭部門だけであれば、84.1％（2013 年度）に相当します。町全

体で省エネが進めば、これらの数字は更に高まります。 

埼玉県は、日照時間が全国的に上位となっており（第六十九回日本統計年鑑  令和２年度  熊谷

気象官署データ）、太陽光発電の導入は、地域の特徴を生かした地球温暖化対策となっています。 

なお、町では、太陽光発電施設の適正な設置等に向け「上里町太陽光発電施設の設置に関するガ

イドライン」等に基づき、設置者に適切な取組を求めています。  
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３．上里町の温室効果ガス削減目標及び取組指標 
目標値の設定については、国の地球温暖化対策計画を踏まえ、「令和 12（2030）年度に、温

室効果ガスの 46％削減（平成 25（2013）年度比）」とします。 

また、本計画終了年の令和８（2026）年度目標は、内挿法（※１）により算出し、35.2％削

減とします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

温暖化対策の取組の取組指標として、以下の目標値も定めます。 

 

【基本方針２ 取組指標】 

（現状値：令和元（2019）年度、短期目標令和 8（2026）年度、中期目標令和 12（2030）年度） 

指標名 単位 現状値 短期目標 中期目標 備考 

再生可能エネルギーの導入件数 
（10kW 未満） 

件 619 1,171 1,486 
国のエネルギー

基本計画のエネ

ルギー需給見通
しを基に中期目
標を設定し、短

期目標は内挿法
（※１）で設定 

再生可能エネルギーの導入電力量 
（町のすべての再生可能エネルギー） 

kW 18,748 35,451 44,995 

ごみ排出量（1 人１日あたり） g 946 937 923 上里町一般廃棄

物処理基本計画

の目標 リサイクル率 ％ 18.3 27.2 27.4 

上里町本庁舎における 

電力の温室効果ガス排出量 
t-CO2 

575.8 

（平成25 

（2013）年度） 

310.9 287.9 
第５次上里町総

合振興計画の目

標 

※ごみ排出量とリサイクル率は、基本方針３と共通の指標となっています。 

                                        

※１：内挿法は、既知の点間の値を推定する方法。ここでは、2013 年と 2030 年の点を直線で結び、そこから 2026

年の値を計算。  

平成 25（2013）年度排出量 

255.9千 t-CO2 

短期目標（本計画終了時） 

令和８（2026）年度排出量 

165.9千 t-CO2 35.2％削減 

中期目標 

令和 12（2030）年度排出量 

138.2千 t-CO2 
46％削減 
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コラム：温室効果ガス削減に向けた世界の国々の取組 

 

令和３（2021）年の COP26 後の世界各国の温室効果ガス排出量の目標は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：各国の最新の削減目標（UNUNFCCC：NDC Registry）（全国地球温暖化防止活動推進センターウ

ェブサイトより） 

 
 

しかしながら、気温上昇についての世界目標が 1.5℃となった一方で、COP26 で提出された各国

の温室効果ガス削減の目標がすべて実行されても、今世紀末の温度上昇は 1.5℃目標の達成に及ばな

いと見積もられています。また、世界各国の削減目標とそれぞれの国内政策の整合が取れていないな

どの状況もあり、今後も、排出ガスの削減目標の見直しを行っていくことになっています。 

今後の 10 年間での行動は大変重要となっています。 
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施策方針１  再生可能エネルギーや省エネルギー設備の普及 
 

温室効果ガス削減のため、日照時間が長いという地域の特徴を生かせる太陽光発電などの再

生可能エネルギー、蓄電池、省エネ型設備や機器の導入を目指します。公共施設で率先して設

備・機器の導入に努めるとともに、町民・事業者へ周知啓発に努めます。町民の生活や町の環

境などが損なわれないよう十分配慮された再生可能エネルギー設備の普及を推進します。 

 

環境施策 再生可能エネルギー・省エネルギー設備や機器の導入 

・ 公共施設に、太陽光発電などの再生可能エネルギー設備や蓄電池の導入に努めます。 

・ 公共施設の再エネ電力の利用に努めます。 

・ 公共施設に LED照明や省エネ性能の高いエアコンなど、省エネルギー設備や機器を導入します。 

・ 公共施設の更新には、建築物の ZEB（※１）化に向け、再生可能エネルギー、蓄電池、省エ

ネルギー設備や機器を導入します。 

・ 公用車の更新に際しては、電気自動車（EV）、プラグインハイブリッド車（PHV）、燃料電

池自動車（FCV）の導入に努めます。 

・ コミュニティーバスとして、電気自動車（EV）の導入を推進します。 

 

環境施策 再生可能エネルギー・省エネルギー設備や機器についての啓発 

・ 太陽光パネルなどの再生可能エネルギーや蓄電池の導入を推進するため、町民・事業者へ啓

発活動を行います。 

・ 再生可能エネルギー導入の方法の一つである PPA（※２）について、その動向について情

報収集するとともに、町民・事業者に啓発活動を行います。 

・ LED照明や省エネ性能の高いエアコンなど、省エネルギー設備や機器の導入を推進するため、

町民・事業者へ啓発活動を行います。 

・ 電気自動車（EV）、プラグインハイブリッド車（PHV）、燃料電池自動車（FCV）の利点に

ついて、町民・事業者へ啓発活動を行います。 

・ 住宅やビル、工場のエネルギー消費を削減するための、HEMS（※３）、BEMS（※４）、FEMS

（※５）などのシステムや ZEH（※６）、ZEB など住宅、建物及び省エネリフォームの情報

について、町民・事業者へ啓発活動を行います。 

                                      

※１：ZEB（ゼブ）は、室内環境の質を維持しつつ大幅な省エネルギーを実現した上で、再生可能エネルギーを導入

することにより、年間の一次エネルギー消費量の収支をゼロにすることを目指したビル。 

※２：PPA（ピーピーエー）は、電力購入契約の略で、発電事業者から自然エネルギーの電力を長期に購入する契約

であり、初期投資が不要な方法。 

※３：HEMS（ヘムス）は、住宅において、全体のエネルギー設備を統合的に監視し、自動制御することにより、省

エネルギー化や運用の最適化を行うこと。 

※４：BEMS（ベムス）は、HEMS と同様にビル全体のエネルギーの最適化を行うこと。 

※５：FEMS（フェムス）は、HEMS と同様に工場全体のエネルギーの最適化を行うこと。 

※６：ZEH（ゼッチ）は、ZEB と同様に、年間の一次エネルギー消費量の収支をゼロにすることを目指した住宅。  
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施策方針２  地球温暖化対策のための行動の推進と啓発 
 

地球温暖化を抑えるには技術に頼ることが必要な一方で、一人ひとりの意識を変え、行動を積

み上げていくことが必要です。公共施設における温室効果ガス排出削減の取組を推進するととも

に、町民・事業者に温室効果ガス排出削減のきっかけとなる行動について普及啓発します。 

 

環境施策 温室効果ガス削減の取組の推進 

・ 「上里町地球温暖化対策実行計画（事務事業編）」を推進し、地球温暖化問題に率先して対

応し、実施状況を公表します。 

・ 既存緑地の保全と管理を図るとともに、公共施設や民間事業所の敷地、道路沿道の緑化を推

進します。 

・ 農地などで発生した稲わらの堆肥化を今後も啓発します。 

・ 「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律（フロン排出抑制法）」に基づき、

家庭用エアコンや冷蔵庫におけるフロン回収を推進します。 

・ 公共施設において、クールビズ、ウォームビズを進めます。 

 

環境施策 節水、節電対策の推進 

・ 公共施設において、節水・節電に努め、温室効果ガス排出につながるエネルギー消費削減に

努めます。 

 

環境施策 温室効果ガス削減のための行動の普及啓発 

・ 電気・燃料の使用量削減について、町民・事業者に対し、普及啓発を図ります。 

・ 自動車走行距離の削減やエコドライブ、アイドリングストップなどについて、町民・事業者

に対し、普及啓発を図ります。 

・ 電車やバスなどの公共交通機関や自転車の利用について、町民・事業者に対し、普及啓発を

図ります。 

・ 適度な冷暖房で、気候に合わせて快適に過ごせる服装や取組を促すライフスタイルの普及啓

発を図ります。 

・ 町民・事業者に対し、節水・節電の普及啓発活動を行います。 

・ 廃棄コスト削減や温室効果ガス排出削減につながる、外食での食べ残し削減や食品ロス削減

について普及啓発を図ります。 

・ 移動による温室効果ガス排出抑制につながる、旬の食材、地元の食材の地産地消について普

及啓発を図ります。 
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・ 温室効果ガス排出量削減につながる、ごみの「３Ｒ（※１）」について周知啓発します。 

・ 事業者に向けて、埼玉県目標設定型排出量取引制度の周知を進めます。 

・ 家庭向けの環境家計簿や、事業者に向けた ESCO（エスコ）（※２）事業などの啓発活動を

推進します。 

・ 学校において、地球にやさしい行動の習慣付けを進めます。 

 

※１：３R は、リデュース（減らす）、リユース（再使用）、リサイクル（再生利用）の略。 

※２：ESCO（エスコ）は、省エネルギー改修に掛かる費用を、改修の成果である光熱水費の削減分でまかなう事業。

顧客の利益が、ESCO 事業者によって保証される契約形態をとることで、顧客にとっては確実な省エネルギー

効果が達成される利点がある。 

 

 

 

 
 

コラム：家庭の温室効果ガス排出を削減するには 

 

平成 25（2013）年度に上里町の家庭部門から排出された温室効果ガスのうち、約８割が電力に

よるものです。電力の町全体と１世帯あたりの排出量、町の目標である 46％の排出削減量は以下の

ようになります。 
 

  電力による 

温室効果ガス量 

a 町全体１年あたりの排出量 34.1 千 t-CO2 

b １世帯１年あたりの排出量 2.8t-CO2 

c １世帯１日あたりの排出量 約 7,800g-CO2 

d 町全体１年の排出削減量（a の 46％） 15.7 千 t-CO2 

e １世帯１日の排出削減量（c の 46％） 約 3,600g-CO2 

※平成 25（2013）年度の世帯数は 11,987 世帯 

 

家庭での省エネでどのくらいの温室効果ガスが減らせるかは、以下の取組が参考になります。（資料

編 P.84 参照） 

例：夏の冷房時の設定温度を 26℃から 28℃に２℃高くする（83g）/冬の暖房時の設定温度を

22℃から 20℃に２℃低くする（96g）/シャワーの利用時間を 1 分短くする（74g）/入浴

を間隔をあけずに行う（86g） 

いくつかの取組で 1 日に 300～400g の温室効果ガス排出を減らすことが可能です。 

 

省エネは、それだけで町の温室効果ガスを 46％減らすことは難しいですが、すぐに始められる身

近な温室効果ガス削減方法であり、とても大切な取組です。 
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上里町地域気候変動適応計画 

 

国は、令和２（2020）年の「気候変動影響評価報告書」及び令和３（2021）年の「気候変

動適応計画」において、「農業・林業・水産業」「水環境・水資源」「自然生態系」「自然災害・沿

岸域」「健康」「産業・経済活動」「国民生活・都市生活」の７つの分野について、「重大性」「緊急

性」「確信度」の観点から気候変動による影響を評価しています。（詳細は資料編３節（P.100）

を参照） 

本町では、気候変動による影響は現段階で不透明な部分も多いことから、本計画における適応

策の設定は、県の気候変動による評価・適応策を踏まえて、影響が出ると考えられる項目を抽出

し、適応策として取り組みます。 

分野 現在起きている現象 将来の予測 

農業分野 県は、平成 29（2017）年の農業産出額

が米で全国 16 位、野菜で全国７位の都市近

郊農業地域であり、気温上昇による農業への

影響が懸念されます。 

平成 22（2010）年の夏の異常高温によ

り、米に白未熟粒が多発するなど農作物に著

しい被害が発生しました。 

また、ツマグロヒョウモンなどの南方系昆

虫の害虫化や光化学オキシダントによる軟

弱野菜への被害も発生しています。  

今後、農業生産への影響の恒常化が懸

念されます。また、気温上昇に伴い、水

稲収量及び品質の低下や果樹の栽培適

地の移動が予測されています。 

水環境・ 

水資源分 

野、自然 

災害分野 

県内のアメダス観測所において、短時間強

雨の発生回数の増加が観測されています。 

気象庁によると、今後、大雨による降水量

の増加と雨が降らない日の増加が予測され

ています。 

影響として、河川氾濫や土砂災害リス

クの高まり、短時間強雨の増加に伴う内

水による浸水被害や台風の強力化によ

る被害の増加、拡大も懸念されます。 

一方で、雨が降らない日の増加による

渇水リスクの上昇も懸念されます。 
 

自然生態 

系分野 

温暖化に伴う気温上昇等により、かつては

県内にほとんど生息していなかったムラサ

キツバメ（蝶）などの南方系昆虫の侵入や定

着が見られます。 

また近年、山間部のシカの増加に伴う植生

被害も発生しています。 
 

今世紀末には、県内のブナ生育適地の

大幅な減少が予測されています。 

今後の更なる気温上昇に伴い、南方系

の外来生物の越冬による定着が懸念さ

れます。 

健康分野 県の平野部は、都市化の進行によるヒート

アイランド現象や、秩父山地を越えて西風が

吹き下ろすことで気温が上昇するフェーン

現象などにより、全国的に見ても特に夏の気

温が高くなる地域となっています。 

熱中症による救急搬送者数は、最高気温が

高い年ほど多くなる傾向にあります。 

記録的な猛暑となった平成 30（2018）

年には、県内の熱中症搬送者数が過去最高の

6,129 人となりました。 
 

今後、温暖化により光化学反応が加速

され、オキシダント濃度を増加させるこ

とが予想されます。 

また、気温上昇に伴い、熱中症搬送者

数や感染症リスクの増加が懸念されま

す。 

出典：埼玉県地球温暖化対策実行計画（第２期）  
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施策方針３  気候変動による被害の回避・軽減 
 

気候変動による影響が全国各地で発生しており、気候危機というべき非常事態に直面し

ています。この気候変動の影響による被害の回避・軽減対策を推進する必要があります。 

 

環境施策 農業分野（高温化等の対策） 

・ 高温障害を軽減する農作物栽培管理技術、家畜飼養技術等についての情報を関係機関から収

集し、町民・事業者への周知啓発に努めます。 

・ 予測される気候変動による農業被害等についての情報を関係機関から収集し、町民・事業者

への周知啓発に努めます。 

 

環境施策 水環境・水資源分野（渇水等の対策） 

・ 節水意識の普及啓発及び雨水の有効活用を推進します。 

・ 渇水時に適切な対応が行えるよう、関係機関との連携を図ります。 

 

環境施策 自然生態系分野（多様な生態系保全の対策） 

・ 必要に応じて、生物生息状況調査の実施等を行い、生物多様性の保全を推進します。 

 

環境施策 自然災害分野（集中豪雨や内水氾濫等の対策） 

・ 地球温暖化や気候変動による災害増加の懸念について、啓発及び情報発信を行います。 

・ 気象や災害等に関する情報発信に努めます。 

・ 防災ガイド・ハザードマップ等を活用した防災講習会等を開催します。 

・ 自主防災活動を推進し、防災力の向上を推進します。 

・ 洪水調節機能を有する公園の適切な維持管理に努めます。 

・ 雨水排水対策、流域治水を推進します。 

 

環境施策 健康分野（熱中症・感染症・ヒートアイランド等の対策） 

・ 熱中症・感染症予防に向けた啓発、情報発信を行います。 

・ 熱中症予防のため、暑さ指数（WBGT）を活用し注意喚起を行います。 

・ 公共施設に「まちのクールオアシス」の設置を推進します。 

 

環境施策 町民生活分野（暑熱・インフラ・ライフラインの対策） 

・ クールシェアを推進します。 

・ 打ち水や日傘の普及啓発を行います。 

・ 上下水道・道路等のインフラ・ライフラインが影響を受ける可能性があることから、強靭化

計画や業務継続計画（BCP）の適宜見直し等を行います。 
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コラム：地球温暖化の日本への影響（将来） 

 

地球温暖化の対策を行

わない場合に、日本では、

左のような状態になる恐

れがあると予測されてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

出典：環境省環境研究総合推

進費 S-8 2014 年報告書（全

国地球温暖化防止活動推進セ

ンターウェブサイトより） 

 

 

 
 
 

また、真夏日が今世紀

末に約５３日増えます。 

温暖化によって起こる

と予測される出来事を避

けるため、早期に全世界

が一丸となって温室効果

ガスの排出減少に取り組

むことが求められます。 

 

出典：環境省・気象庁「日本

国内における気候変動予測

の不確実性を考慮した結果

について」（全国地球温暖化

防止活動推進センターウェ

ブサイトより） 
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基本方針３   ごみの減量化・リサイクルの推進 

                    

ごみを減量化及び資源化し循環することにより、環境への負荷を減らす取組が、社会全体で

進んでいます。 

一方で、不適正な処理のため世界全体では年間数百万トンを超える陸上から海洋へのプラス

チックごみの流出があると推計され、このままでは令和 32（2050）年までに魚の重量を上

回るプラスチックが海洋環境に流出することが予測されるなど、地球規模での環境汚染が懸念

されています。プラスチック廃棄物の３R を進め、プラスチック資源循環体制を構築します。 

                    

 

【基本方針３ 取組指標】（現状値：令和元（2019）年度、目標値令和 8（2026）年度） 

指標名 単位 現状 目標 備考 

家庭系ごみ排出量 t 7,497 6,281 

上里町一般廃棄

物処理基本計画

の目標 

事業系ごみ排出量 t 2,647 2,171 

ごみ排出量（1 人１日あたり）（再掲） g 946 937 

リサイクル率（再掲） ％ 18.3 27.2 

プラスチックごみの分別収集 ― 未実施 実施 ― 

ごみアプリ導入件数 件 
1,036 

（令和３年 12 月） 
2,614 世帯数の 20％ 

※ごみ排出量とリサイクル率は、基本方針２と共通の指標となっています。 

 

 

施策方針１  ごみの減量化 
 

ごみの減量化と適正処理に努めていますが、町民 1 人 1 日あたりのごみ排出量は、埼玉県

内 63 市町村中 52 位（令和元（2019）年度）となっています。今後、より一層、排出量の

抑制や分別収集の徹底を図ります。 

 

環境施策 ごみの適正処理の推進 

・ マイバッグ運動や詰め替え商品の利用など、ごみの減量に向けた町民・事業者への啓発活動

を継続します。 

・ 児玉郡市広域市町村圏組合や構成市町とごみの減量化と適正処理に向けた取組を進めます。 

・ 一般廃棄物処理基本計画に基づき、適正な処理及び資源の循環に配慮した取組を進めます。 

・ 事業者に対し、適正な産業廃棄物の処理について、県と連携を図り指導・啓発に努めます。 

・ 「上里町災害廃棄物処理基本計画」に基づき、適正な処理に努めます。 

・ プラスチックごみを減らすために、「３Ｒ」について周知啓発します。 

・ 食品ロス削減について啓発します。 
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施策方針２  リサイクルの推進 
 

アルミ缶やペットボトルなどについては分別収集を行っていますが、リサイクル率を見る

と、県内 63 市町村中 53 位（令和元（2019）年度）となっています。今後、一層、適正な

分別収集を啓発するとともに、より有効な分別方法について検討します。 

  

環境施策 リサイクルの推進 

・ 分別収集計画に基づき、リサイクルを推進します。 

・ 町民・事業者に対し、広報やホームページなどでリサイクルの推進を継続して実施し、排出

者の意識高揚を図ります。 

・ 多様化するリサイクル方法について、排出者の意識高揚を図り、情報の収集及び提供を行い

ます。 

・ プラスチックごみの分別収集に向けた取組を進めます。 

 
 

コラム：生態系への影響が危惧されるマイクロプラスチック 
 

ポイ捨てや不法投棄などにより、河川などから海に流れ込む「海洋プラスチックごみ」が日々発生

し、海岸や海底を汚すだけでなく、動物がプラスチックをエサと間違えて食べてしまうなど、被害が

多く確認されています。世界全体で日々大量に発生する「海洋プラスチックごみ」は長期にわたり海

に残存し、このままでは 2050 年までに魚の重量を上回ることが予測されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大きさが数マイクロメートルから５ミリメートル程度のごく小さなプラスチックのかけらである

「マイクロプラスチック」は、有害物質を取り込みやすく、それを食べた魚の体内に有害物質が蓄積

され、生態系に悪影響を与えるほか、人への健康への影響が危惧されています。 

（※１ミリメートル=1,000 マイクロメートル） 

出典：環境省 海洋ごみ学習用教材 
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基本方針４   田園環境の保全と歴史・文化の継承 

                    

烏川、神流川に面した本町は、農地を中心とした緑にあふれ、多くの歴史的文化的資源が残

されています。今後も、豊かな自然や美しい田園景観、歴史・文化環境を保全するとともに、

次世代への環境教育や環境保全活動の活性化の推進を図ります。 

                    

 

【基本方針４ 取組指標】（目標値令和 8（2026）年度） 

指標名 単位 環境基準 現状 目標 備考 

生物化学的酸素要求量(BOD) 

神流川（神流川橋） 

神流川（藤武橋） 

元小山川（神泉橋） 

 

 

mg/L 

mg/L 

mg/L 

 

 

2 

２ 

３ 

 

 

0.8 

1.1 

3.0 

（令和元年度） 

基準値以下 ― 

地下水 

（硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素） 
mg/L 10.0 

7.9～9.4 

（平成30年度） 
維持 ― 

生活排水処理人口 人 ― 
22,988 

（令和２年度） 

30,122 

（令和７年度） 

上里町生活排水

処理基本計画の

目標 

遊休農地率 ％ ― 
1.72 

（令和２年度） 
1.00 

第５次上里町総

合振興計画の目

標 

情報発信（広報・アプリ） 回 ― 
年 12 回以上 

（令和３年度） 
維持 ― 

 

 

施策方針１  緑地・水・農地の保全 
 

アンケート調査では、8 割以上の方が上里町が住みやすいと回答しており、その理由として

「公園や自然などの環境がよい」と回答する方が上位になっています。今後も、緑化推進とと

もに農地や水環境の保全に努めます。 

 

環境施策 緑地の保全 

・ 幅員が確保できる幹線道路は、植樹ますを設け、緑化を推進します。 

・ 天然記念物に指定されている樹木の保全と管理に努めます。 

 

環境施策 水の保全 

・ 「水質汚濁防止法」及び「埼玉県生活環境保全条例」に基づく規制及び基準を遵守するよう事

業者に協力を求めます。 

・ 法及び条例適用外の施設についても適正な管理を求め、水環境の保全を図ります。 

・ 家畜ふん尿の適正処理を求め、水環境の保全を図ります。 

・ 河川水質状況を監視するとともに、情報提供に努めます。 
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・ 適切な施肥管理を行い、河川水質や地下水質の汚濁負荷を軽減させるよう、営農指導を行います。 

・ 町内の地下水質の水質汚濁状況について監視を行います。 

・ 下水道の整備を継続して推進します。 

・ 下水道接続率の向上を図ります。 

・ 汲み取り便槽及び単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への更新を促進します。 

・ 浄化槽の管理について、指導の徹底に努めます。また、保守点検、法定検査、清掃について、

町民・事業者への啓発に努めます。  

・ 除草剤・殺虫剤等の適正使用について、啓発します。 

 

環境施策 農地の保全 

・ 遊休農地については担い手による利用促進に努めます。 

・ 個人や団体による町民農園運営を検討します。 

・ 県や農業団体などと協力して、就農者の確保に努めます。 

 

 

コラム：浄化槽管理のルールを守りましょう 

 

浄化槽を管理する上でしなくてはいけないこととして、保守点検、法定検査、清掃の３つがありま

す。 

 

① 保守点検は、浄化槽の点検、修理や調整を行うことです。処理方式や人槽によって定められ

た回数の保守点検を実施しなくてはなりません。 
 

② 法定検査は、保守点検や清掃とは別に行う浄化槽の機能診断のことです。県の指定検査機関

に依頼し検査を受けることになります。内容は、新たに設置された浄化槽が適切に機能して

いるかを確認する７条検査、保守点検や清掃が適切に行われ、浄化槽の機能が発揮されてい

るかを年１回確認する 11 条検査に分けられます。 
 

③ 清掃は、浄化槽内に溜まっている汚泥の引き抜きや調整、洗浄のことです。年に１回以上実施

しなくてはいけません。 
 

生活排水で河川を汚さないように、保守点検、法定検査、清掃を適正に行いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

指定検査 
機関 

【法定検査】 

 清掃業者 
【清掃】 

保守点検 
業者 

【保守点検】 

依頼 

 

検査・報告 

 

補助 

依頼 

点検・記録 

浄化槽の使用者 

清掃・記録 

 

依頼 

※年１回以上実施 

※年１回実施 

※一般家庭の浄化槽の場合 

年３回以上実施 
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施策方針２  生物多様性の保全 
 

本町で確認されている動植物の生息・生育状況を把握し、その環境の保全と創造を図ります。

また、農業や樹木などに被害をもたらす、特定外来生物などの対策に努めます。町や事業者によ

る開発が行われる際には、動植物への配慮を推進するほか、情報収集や啓発活動を推進します。 
 

環境施策 野生生物の保護管理と外来種対策 

・ 町内に生息する動物の状況を把握し、生息地の保護などを推進します。 

・ 学校における自然環境学習として、地域に生息・生育する生きものを観察し、自然環境を保

全する意識の醸成を図ります。 

・ 重要な動物や上里町を特徴づける種の保全に関する情報収集に努め、町民・事業者に対する

啓発活動を推進します。 

・ 開発が行われる際には、動物の状況を把握し、保全に努めます。 

・ 農業被害や樹木の食害をもたらす、特定外来生物の対策に努めます。 

 

環境施策 植物の保全 

・ 町内に生育する植物の状況を把握し、生育地の保護などを推進します。 

・ 郷土種に配慮した植栽緑化を進めます。 

・ 学校における自然環境学習として、地域に生息・生育する生きものを観察し、自然環境を保

全する意識の醸成を図ります。 

・ 重要な植物及び上里町を特徴づける種の保全に関する情報収集に努め、町民・事業者に対す

る啓発活動を推進します。 

・ 開発が行われる際には、植物の状況を把握し、保全に努めます。 

 

 

コラム：生態系を脅かす外来種 

 

『外来種』とは、元々その地域にいなかったのに、人間の活動によって海外や国内の別の地域から

入ってきた生物のことを指します。元々その地域に自然分布していた生物は、『在来種』と呼ばれます。 

 

すべての外来種が問題を起こすわけではありませんが、中には非常に

大きな悪影響を及ぼすものもいます。生活の場やエサの確保で在来種と

の競争が発生し、生態系のバランスが崩れる生態系被害、毒を持つ外来種

による危害やふん尿・騒音等による生活環境被害、生息数の増加や捕食性

の強さにより、田畑が荒らされるなどの農林水産業被害があげられます。 

特に被害を与える、または与えるおそれがある外来生物は『特定外来生

物』と指定され、飼育、栽培、保管及び運搬することが原則禁止となって

います。 

 

本町では、外来種であるアライグマの駆除対策として、箱わなの貸出を

行っています。捕獲した場合は、町で回収しています。  
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施策方針３  歴史・文化環境の保全 
 

数多くの文化財を持つ本町は、その文化財を保護するとともに、人と自然のふれあい活動に

関わる資源として、文化財を活用します。上里町ガイドマップなどを配布し、町内に残る歴史・

文化財を広く周知させる取組を推進します。 

 

環境施策 文化財の保護と活用 

・ 文化財を保護するとともに、その有効活用を継続します。 

・ 文化財の活用が円滑に図られるよう、整備を行います。 

・ 上里町ガイドマップなどを配布し、歴史・文化環境の普及、啓発活動を積極的に推進します。 

・ 郷土資料館の充実を図り、文化財などの公開を継続して実施します。 

 

 

施策方針４  景観の保全 
 

本町の景観資源は、烏川、神流川の水辺や田園風景のほかに、「ほたるの里」のホタルなどが

あげられます。今後もこれらの保全を継続するとともに、有効活用を図ります。 

 

環境施策 景観資源の保全と活用 

・ 町内の景観資源を保全するとともに、その活用を図ります。 

・ 街路の整備にあたっては、道路標示、街路灯の修景、電線の地中化など周辺景観に配慮した

整備を検討します。 

・ 上里サービスエリア周辺地区の整備事業を推進し、環境保全と地域の活性化の両立を目指し

ます。 

・ 町民・事業者向けに景観資源の保全に関する普及啓発活動を行います。 

 

 

施策方針５  人と自然とのふれあい活動の推進 
 

本町には、烏川、神流川などの水辺や屋敷林などの樹林、広大な農地など、自然とふれあえ

る場が多く存在します。自然とふれあう機会を増やしていくために、活動の場の提供や保全、

整備を推進します。 

 

環境施策 人と自然とのふれあい活動の場の保全 

・ 自然とのふれあい活動の場を保全するとともに、その有効活用を図ります。 

・ 安全で快適に自然とのふれあいができるよう、施設や公園などを整備します。 

 

環境施策 人と自然とのふれあい活動の推進 

・ より多くの人が自然とふれあえるよう、ふれあい活動の情報や機会の提供を推進します。 

・ 活動を推進するために自然学習などの指導者の人材育成や情報提供に努めます。 
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施策方針６  環境保全活動の推進 
 

環境への関心が高まるように、町民・事業者・町が主体となって参加するイベントなどを開

催し、協力し合いながら環境保全を図るとともに、環境に関する情報を積極的に提供します。 

 

環境施策 環境教育の推進 

・ ほたるの里観察会やサケの放流、農業体験などの現在行われている観察会、環境講座などを

実施します。 

・ 自然学習などの指導者や解説員などの人材確保、育成に努めます。 

・ 学校における環境教育をより一層推進します。 

・ 親子で参加できる環境学習イベントを開催します。 

・ 観察会や勉強会などの新しい企画の発案に努めます。 

・ 町民の自主的な環境保全への取組を推進します。 

・ 環境の保全などに関する町民活動や、ボランティア活動に対する支援を推進します。 

・ 町民が日常生活において環境配慮を自ら推進できるよう、家庭における取組を広報やホーム

ページなどで発信します。 

・ 児玉工業団地に立地する事業所と公害防止協定など公害防止に資する協定を締結し、事業所

が環境配慮に取り組むよう促します。 

 

環境施策 環境情報の収集及び提供 

・ 環境情報を収集し、整理するとともに広報やホームページなどを活用し、情報の提供に努め

ます。 
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第５章  環境配慮指針 

将来の望ましい環境像を実現するためには、「第４章  施策の展開」で示した町の環境施策にあ

わせ、町民・事業者の皆さんが環境に配慮した行動を実践していくことが求められます。次に示す

ような環境配慮指針を参考に、環境に配慮した取組の実践をお願いします。 

 

◆取組内容の例 

■ （行動内容を示します） 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ （具体的な取組を示します） 

（左上に「行動内容」を、その下に「具体的な取組」を示します。右上の４項目は、「生活環境」が本計画の

基本方針１に、「地球温暖化」が基本方針２に、「ごみ・リサイクル」が基本方針３に、「田園環境の保全」が

基本方針４に対応し、それぞれの「行動内容」に対応する基本方針を黒色太字で表します。） 

 

１．町民の環境配慮指針   
 

◆日常生活の中では 

■ 節電に努めましょう。 

 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 照明や電気などはこまめに消しましょう。 

 ・ 電気製品を使用しないときは、コンセントを抜いて待機電力を減らしましょう。 

 ・ エアコンのフィルターを定期的に掃除しましょう。 

 
・ 適度な冷暖房で、気候に合わせて快適に過ごせる服装で過ごしましょう。 

（家庭からの温室効果ガス排出量の用途別内訳では、冷房と暖房で約 18％を占めています。） 

 ・ ブラインドやカーテンなどによる温度調整に努めましょう。 

 ・ 冷蔵庫への詰め込みすぎや開け放しに気を付けましょう。 

 ・ 使わないときは温水洗浄便座のフタを閉め、待機電力を節約しましょう。 

 

・ 電気代も節約できる省エネ性能の高いエアコン・冷蔵庫・ LED照明及び給湯器などの利用、

購入に努めましょう。 

（家庭からの温室効果ガス排出量の約半分を占めているのが電気です。） 
 

温室効果ガス削減のエコアクション（P.84 参照） 

エコアクション CO2 削減量 

主電源をこまめに切って待機電力を節約 65g 

夏の冷房時の設定温度を 26℃から 28℃に２℃高くする 83g 

冬の暖房時の設定温度を 22℃から 20℃に２℃低くする 96g 

冷蔵庫にものを詰め込みすぎない 18g 

冷蔵庫を壁から適切な間隔で設置する 19g 

使わないときは温水洗浄便座のフタを閉める 15g 

テレビを見ないときは消す 13g 

1 日１時間パソコンの利用を減らす（デスクトップ型パソコン） 13g 
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■ 節水に努めましょう。 

 

生活 

環境 
(基本方針１) 

地球 

温暖化 
(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル
(基本方針３) 

田園環境 

の保全 
(基本方針４) 

 ・ 手洗い時や食器洗いなどの時は、水を流したままにしないように注意しましょう。 

 ・ お風呂の残り湯は、洗濯水などに利用しましょう。 

 ・ シャワーの利用時間を短くしましょう。 

 ・ 水漏れの点検を行いましょう。 

 ・ 雨水を植木の水まきなどに利用しましょう。 
 

温室効果ガス削減のエコアクション（P.84 参照） 

エコアクション CO2 削減量 

風呂の残り湯を洗濯に使いまわす 7g 

シャワーの利用時間を１日１分短くする 74g 

 

■ 家庭から出る汚水の抑制に努めましょう。 

 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル
(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 
・ 廃油は古新聞などで吸い取ってから捨てるようにするなど、油を排水口に流さないようにし

ましょう。 

 ・ 食器や鍋などは、汚れをふき取ってから洗いましょう。 

 ・ 三角コーナーに水切りネットなどを付け、生ごみを流さないようにしましょう。 

 

■ 日常生活の中で、ガスや灯油などの燃料の節

約に努めましょう。 

 

生活 

環境 
(基本方針１) 

地球 

温暖化 
(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル
(基本方針３) 

田園環境 

の保全 
(基本方針４) 

 ・ 石油ストーブの反射板やガスコンロのバーナーは、定期的に掃除しましょう。 

 ・ ガスコンロの火が鍋の外へはみ出さないよう、火加減を調節しましょう。 

 ・ お風呂には、続けて入るようにしましょう。 

 ・ 浴槽のフタは、冷めにくい構造のものにしましょう。 

 ・ お湯を沸かすときは、必要以上に沸騰させないようにしましょう。 
 

温室効果ガス削減のエコアクション（P.84 参照） 

エコアクション CO2 削減量 

ガスコンロの炎をなべ底からはみ出さないように調節する 5g 

入浴は間隔をあけずに行う 86g 

 

◆外出するときは 

■ 環境に配慮したエコドライブの実践に努めま

しょう。 

 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル
(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 駐停車時のアイドリングストップを実践しましょう。 

 ・ タイヤの空気圧チェックを習慣づけましょう。 

 ・ 急発進・急停止をしない、空ぶかしを止めるなど、燃料の無駄のない運転に努めましょう。 

 ・ 不必要な荷物は載せないようにしましょう。 
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■ 環境への負荷がない次世代自動車の購入に努

めましょう。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル
(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 
・ 電気自動車（EV）、プラグインハイブリッド車（PHV）、燃料電池自動車（FCV）などの次

世代自動車の購入に努めましょう。 

 

■ 自動車の使用をできるだけ控える、スマート

ムーブに努めましょう。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル
(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 電車やバスなど公共交通機関を利用しましょう。 

 ・ 近距離移動の時は、徒歩や自転車を積極的に活用しましょう。 

 

■ 街を美しく保つように努めましょう。 

 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ ペットのフンは飼い主がきちんと始末しましょう。 

 ・ 不法投棄、たばこの吸い殻や空き缶などのポイ捨てはやめましょう。 

 

◆買い物では 

■ ごみを減らすことのできる買い物に努めまし

ょう。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 必要なものを必要な量だけ買うように心がけましょう。 

 ・ マイバックを持参し、レジ袋などの使用を減らしましょう。 

 ・ 詰め替え可能な製品や、長く使用できる製品を選びましょう。 

 

■ 環境に配慮したものの購入に努めましょう。 

 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ エコマークやグリーンマークなどの環境ラベリング製品を選びましょう。 

 ・ ノートやトイレットペーパーなどの紙製品は、再生紙を使用した製品などを選びましょう。 

 

・ 日時指定や置き配、宅配ボックス等を利用して、宅配サービスをできるだけ一回で受け取り

ましょう。 

（宅配便の総数のうち約 15％が再配達という調査結果があります。再配達の際にも温室効

果ガスは排出されます。） 

 ・ 省エネルギー型の機器を購入しましょう。 

 

・ 食材は、地場産の農産物を積極的に取り入れましょう。 

（日本ではカロリーベースで約 60％を輸入食品で賄っており、その分フードマイレージ（輸

送量×輸送距離。この値に応じて輸送に掛かる温室効果ガス排出量も増える）が大きくなっ

ています。） 
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◆公害の発生源とならないために 

■ 家庭からの悪臭の発生防止に努めましょう。 

 

 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル
(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ ペットのふん尿などをきちんと管理しましょう。 

 

■ 自動車やオートバイからの騒音防止に努めま

しょう。 

 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル
(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 自動車やオートバイの空ぶかしやアイドリングはやめましょう。 

 ・ 定期的に点検や整備をしましょう。 

 

■ 家庭からの騒音の防止に努めましょう。 

 

 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル
(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 
・ テレビやオーディオ、掃除機、洗濯機などを使用するときは近所に迷惑が掛からないように

注意しましょう。 

 ・ ペットの鳴き声に十分注意しましょう。 

 ・ 集合住宅では、足音や飛び跳ね音に注意しましょう。 

 ・ ピアノなどの楽器を弾くときには、防音や時間帯に注意しましょう。 

 

■ 生活排水の処理と設備の適正な管理に努めま

しょう。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル
(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 
・ 公共下水道・農業集落排水処理区域外では、生活雑排水とし尿を処理できる合併処理浄化槽

を設置しましょう。 

 ・ 下水道の排水桝は定期的に点検、清掃しましょう。 

 ・ 浄化槽は保守点検、法定検査、清掃を行いましょう。 

 

■ 緑の管理に努めましょう。 

 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル
(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 敷地内や空き地などは、近所迷惑にならないようにきちんと管理しましょう。 

 ・ 落ち葉や生ごみなどを堆肥化し、身近な緑を育てましょう。 

 

  



第５章 環境配慮指針 

64 

◆ごみを減らすためには 

■ ごみの減量化に努めましょう。 生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 
・ 使わなくなったものは、知人に譲ったりバザーやフリーマーケット、リサイクルショップな

どを利用しましょう。 

 ・ 生ごみはコンポストや生ごみ処理機などで処理しましょう。 

 ・ 生ごみの水切りを徹底しましょう。 

 ・ 電化製品、服飾品、家具類はできるかぎり修理して、長く使いましょう。 

 ・ ごみを減らすために、「３Ｒ」を行いましょう。 

 

■ プラスチックを減らしましょう。 生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ エコバック・マイバックなどを使いましょう。 

 ・ プラスチック製の使い捨て食器などの代わりに、マイボトルやマイ箸などを使いましょう。 

 

■ 食品の無駄をなくしましょう。 

 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 外食では食べきれる量を注文しましょう。 

 ・ 外食で食べ残しの持ち帰りが可能であれば持ち帰りましょう。 

 

・ フードバンク（余剰食材を、食べ物を必要としている人につなぐ役割）に寄付するなどで、

食品ロスを減らしましょう。 

（食品ロスとは、本来食べられるのに捨てられてしまう食べ物のことです。大量の食品ロス

により、多くのごみを廃棄するための廃棄コストや温室効果ガス排出につながっています。） 

 

■ リサイクルに努めましょう。 

 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ ビールびんや一升びんなどの生きびんは販売店に返却しましょう。 

 ・ 紙類、布類、びん類、金属類、牛乳パックなどは、集団資源回収に出しましょう。 

 ・ 地域における資源回収や不用品交換会などのリサイクル活動へ参加しましょう。 

 ・ スーパーなどのリサイクルボックスを利用しましょう。 

 ・ トレイやペットボトルなどの分別回収に積極的に協力しましょう。 

 

■ ごみを適正に処理しましょう。 

 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ ごみは、決められた収集日に決められた方法で出しましょう。 

 ・ 庭先などでのごみの焼却はやめましょう。 
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◆家を管理するときは 

■ 環境に配慮した住宅づくりに努めましょう。 

 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル
(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 
・ 太陽熱利用機器や太陽光発電システムについて、自宅への設置に努めましょう。（PPA も普

及しつつあります。） 

 ・ 建て替え、新築時は、ZEH の導入に努めましょう。 

 ・ 省エネのため、HEMS の導入に努めましょう。 

 

・ 省エネリフォーム窓や壁等の断熱リフォームを進めましょう。 

（温室効果ガスを削減するとともに、廊下や脱衣所などの室温差を減らし、体の負担を減

らすこともできます。） 

 
・ 日中の余った電気を家庭用蓄電池で貯めるとともに、増加する自然災害のときに使用できる

蓄電地（電気自動車（EV）・車載の蓄電池）・蓄エネ給湯機の導入・設置に努めましょう。 

 
・ 自宅への自家消費型太陽光発電を設置することが難しい状況でも、再生可能エネルギー普及

に貢献できる再生エネ電気への切り替えに努めましょう。 

 

・ 電気代も節約できる、LED照明及び省エネ性能の高いエアコン・冷蔵庫・給湯器などの利用、

購入に努めましょう。 

（家庭からの温室効果ガス排出量の約半分を占めているのが電気です。） 

 ・ 自然の光を生活の中に上手に取り込みましょう。 

 

◆気候の変動に対処するために 

■ 気候変動に関心を持ち、生活への影響などに

ついて考えましょう。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル
(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 雨水の有効活用について考えましょう。 

 ・ 熱中症や感染症に関する情報を収集し、予防に努めましょう。 

 
・ 気温や湿度の高い日には、こまめに水分を補給する、エアコンを使う、休養や睡眠を十分と

り、熱中症に注意しましょう。 

 ・ 防災ガイド・ハザードマップ等を活用し、災害リスクを把握しましょう。 

 

◆自然や地域文化を守るために 

■ 自然とのふれあいに努めましょう。 

 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル
(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 身近に生息する動物や、生育する植物と親しみましょう。 

 ・ 大気浄化機能や水源かん養機能など自然が持つ公益的機能の重要性を認識しましょう。 

 
・ 町や環境保全団体などが実施する自然観察会や自然環境調査などへ参加や協力をしましょ

う。 
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■ 自然環境を守るための意識やマナーの向上に

努めましょう。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル
(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 野鳥や昆虫、植物など生き物を大切にしましょう。 

 ・ 野生生物を傷つける原因となる釣り糸やごみは、きちんと持ち帰りましょう。 

 ・ 敷地内やドッグランのような特定な場所以外でペットを放すのはやめましょう。 

 ・ ペットは責任を持って飼いましょう。 

 

■ 緑などの保全に努めましょう。 生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル
(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ みんなと協力し合い、緑の保全に積極的に取り組みましょう。 

 ・ 環境保全団体などが実施する緑化活動に協力しましょう。 

 

■ 地域の歴史、文化遺産の保存と継承に努めま

しょう。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル
(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 文化財や銘木などの歴史的、文化的遺産を調べましょう。  

 ・ 地域のお祭りや郷土芸能に参加しましょう。 

 ・ 地域に伝わる伝説や風習などを調べましょう。 

 ・ 歴史や文化の香るまちづくりに参加、協力しましょう。 

 

◆自主的な環境保全活動を進めるためには 

■ 環境に関する情報を収集し、環境保全に対す

る意識向上に努めましょう。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 環境問題について、家族や友人など身の回りの人と話し合いましょう。 

 ・ 環境問題に関するニュースや町の提供する情報に関心を向けましょう。 

 ・ 地球環境問題と、私たちの日常生活や事業活動の関わりについて調べましょう。 

 

■ 環境学習の場へ積極的に参加しましょう。 生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル
(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 町や環境保全団体などが主催する環境学習会などへ積極的に参加しましょう。 

 ・ サケの放流やホタルの観察会に参加して、自然の大切さを知りましょう。 
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■ 日常的にできる環境保全活動に努めましょ

う。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 休日などに家族で家の周りの清掃などを行いましょう。 

 ・ 環境家計簿をつけてみましょう。 

 ・ ごみの分別を徹底して、リサイクルに努めましょう。 

 

■ 地域や国際的な環境保全活動への参加、協力

に努めましょう。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 環境に関する国際協力活動へ積極的に参加しましょう。 

 ・ 町や環境保全団体などが主催する環境保全活動へ参加しましょう。 

 ・ グループで環境保全活動を企画して、開催してみましょう。 

 ・ 町や事業者が行う環境施策に積極的に発言しましょう。 
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２．事業者の環境配慮指針   
 

◆エネルギーや水などを使用するときは 

■ 電気などのエネルギーの節約に努めましょ

う。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル
(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 照明や電気製品のスイッチはこまめに切りましょう。 

 ・ 定期的に清掃をし、電気製品の効率的な利用に努めましょう。 

 ・ 電気製品の待機電力を減らすため、主電源を切りましょう。 

 ・ エレベータなどの利用を控え、できるだけ階段を利用しましょう。 

 ・ エアコンの適温設定（冷房 28℃、暖房 20℃）に努めましょう。 

 ・ クールビズ、ウォームビズを導入しましょう。 

 ・ 業務時間の合理化を図りましょう。 

 

■ 節水に努めましょう。 生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル
(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 手洗い時や食器洗いなどの時は、水を流したままにしないように注意しましょう。 

 ・ 雨水を植木の水まきなどに利用しましょう。 

 ・ 定期的に水漏れの点検を行いましょう。 

 

◆事務用品、備品などを購入するときに 

■ 環境に配慮した事務用品、備品の購入に努め

ましょう。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ エコマークやグリーンマークなどの環境ラベリング製品を選びましょう。 

 ・ コピー用紙や封筒など再生紙を利用した製品を購入しましょう。 

 ・ 電化製品を購入するときは、エネルギー効率の高い製品を購入しましょう。 

 ・ 使い捨てプラスチック（ワンウエイプラスチック）の使用をやめましょう。 

 ・ 生分解性の高い製品を購入しましょう。 

 

■ ごみの排出が少ない事務用品、備品の購入に

努めましょう。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ リサイクルが容易な素材を使用した製品を購入しましょう。 

 ・ 過剰包装を断り、簡易包装を進めましょう。  

 ・ 修理や部品交換が容易なものを購入しましょう。 

 ・ トナーカードリッジのリサイクルに努めましょう。 

 ・ 詰め替え可能な製品や、長く使用できる製品を選びましょう。 
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◆物品などを廃棄するときに 

■ ごみの減量化に努めましょう。 生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 両面印刷、両面コピーを心がけましょう。 

 ・ ミスコピーや使用済みコピーの裏面を利用しましょう。 

 ・ 会議資料の部数、ページ数は必要最小限としましょう。 

 ・ ごみを減らすために、「３Ｒ」を行いましょう。 

 

■ リサイクルに努めましょう。 生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ ごみの分別収集ボックスを設置し、分別収集を徹底しましょう。 

 ・ 空き缶や古新聞、段ボールなどの資源ごみは資源回収に出しましょう。 

 ・ 不用になった事務用品などは、バザーやフリーマーケットなどを活用しましょう。 

 ・ 地域における資源回収や不用品交換会などリサイクル活動に努めましょう。 

 

■ 排出されるごみを適正に処理しましょう。 生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ ごみは、排出者の責任において、ルールを守り適正に処理しましょう。 

 ・ 有害化学物質などは適正に処理しましょう。 

 
・ 特定フロンを使用している冷凍、冷蔵庫やエアコンなどを廃棄するときは、適正に処理しま

しょう。 

 ・ ダイオキシン類の発生を抑えるため、簡易焼却炉などでごみの焼却はやめましょう。 

 ・ アスベストが含まれた建築物での作業やアスベスト廃棄物の処理を適正に行いましょう。 

 
・ 産業廃棄物の排出は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づき適正に処理しましょ

う。 

 

◆車を利用するときに 

■ 環境への負荷がない次世代自動車の導入に努

めましょう。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル
(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 
・ 電気自動車（EV）、プラグインハイブリッド車（PHV）、燃料電池自動車（FCV）などの次

世代自動車の導入に努めましょう。 
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■ 環境に配慮したエコドライブの実践に努めま

しょう。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル
(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 駐停車時のアイドリングストップを実践しましょう。 

 ・ タイヤの空気圧チェックを習慣づけましょう。 

 ・ 急発進・急停止をしない、空ぶかしを止めるなど、燃料の無駄のない運転に努めましょう。 

 ・ 不必要な荷物は載せないようにしましょう。 

 

■ 自動車の使用をできるだけ控えるよう（スマ

ートムーブ）に努めましょう。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル
(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ できるだけ自動車の利用を控え、公共交通機関を利用しましょう。 

 ・ 徒歩や自転車を積極的に活用しましょう。 

 ・ 相乗りするなどして自動車の使用を控えましょう。 

 ・ ノーマイカーデーなど、自家用車での通勤を減らしましょう。 

 

◆事務所や工場などを建設、管理するときに 

■ 周辺の環境に配慮した建築に努めましょう。 生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル
(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 工場、事業場などを設置するときは、周辺の景観との調和に十分配慮しましょう。 

 ・ 看板などの設置に際しては、周囲に与える影響に配慮しましょう。 

 

■ 温室効果ガスの排出削減に配慮した施設管理

に努めましょう。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル
(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 再生可能エネルギー及び蓄電池の導入に努めましょう。 

 ・ PPA の導入に努めましょう。 

 ・ 経費削減にも有効な ZEB の導入に努めましょう。 

 ・ 経費削減にも有効な BEMS、FEMS などのシステムの導入に努めましょう。 

 
・ 経費削減にも有効な、高効率な空調システムや  LED照明など省エネルギー機器製品の導入

に努めましょう。 

 ・ 工場排熱など未利用エネルギーの有効利用を進めましょう。 
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■ 生活排水の処理と設備の適正な管理に努めま

しょう。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル
(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 下水道・農業集落排水処理区域外については、合併処理浄化槽を設置しましょう。 

 ・ 下水道の排水桝は定期的に点検、清掃しましょう。 

 ・ 浄化槽は保守点検、法定検査、清掃を行いましょう。 

 

■ 工場、事業場の緑化に努めましょう。 生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル
(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 工場などの敷地やベランダ、屋上の緑化を進めましょう。 

 

■ 屋外照明の適正化に努めましょう。 生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル
(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 
・ 光害防止のため、照明の時間帯や場所、照明方法に配慮するなど、野外照明の適正化を進め

ましょう。    

 

◆悪臭や騒音、振動などをなくすために 

■ 工場、事業場における悪臭防止対策の徹底に

努めましょう。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ ばい煙発生施設を適正に管理し、大気汚染物質の削減に努めましょう。 

 ・ 臭気を発生する施設は、密閉性の高い建屋内に収納し、脱臭装置を設置しましょう。 

 ・ 作業時などに悪臭を発生させないよう、従業員などへ技術的指導を徹底しましょう。 

 

■ 業務車両などの騒音、振動防止に努めましょ

う。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 自動車の空ぶかしやアイドリングはやめましょう。 

 ・ トラックなどの大型車を使用するときは、周囲への騒音や振動に十分注意しましょう。 

 

■ 工場、事業場における騒音、振動防止の徹底

に努めましょう。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 防音施設などを整備しましょう。 

 ・ 低騒音、低振動型の機器を導入しましょう。 

 ・ 施設の管理を徹底しましょう。 
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◆自然や地域文化を守るために 

■ 自然の重要性を認識しましょう。 生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 工場、事業場周辺の動植物の分布について把握しましょう。 

 ・ 大気浄化機能や水源かん養機能など自然の持つ公益的機能の重要性を認識しましょう。 

 

■ 自然環境に配慮した事業活動に努めましょ

う。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 事業活動に伴う自然環境への負荷を最小限に抑えましょう。 

 
・ 自然の減少につながるような事業活動を行う場合には、代替措置として植林や他の地域での

自然回復に努めましょう。 

 ・ 事業所内外の動植物を保護しましょう。 

 ・ 町が行う自然環境保全施策に協力しましょう。 

 ・ 事業所の周りを定期的に清掃し、環境美化に努めましょう。 

 

■ 緑化に対する協力、支援に努めましょう。 生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 緑地管理に対する協力、支援に努めましょう。 

 ・ 緑化運動への協力、支援を心がけましょう。 

 ・ 緑化基金などに協力しましょう。 

 

■ 地域の歴史、文化遺産の保存と継承に努めま

しょう。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 歴史的、文化的遺産の保全に協力、支援しましょう。 

 ・ 地域の祭りに参加、協力しましょう。 

 ・ 地域の郷土芸能の保全と継承に協力、支援しましょう。 

 ・ 歴史や文化の香るまちづくりに参加、協力しましょう。 

 

◆地球環境を良くするために 

■ 事業活動における二酸化炭素など温室効果ガ

スの排出抑制に努めましょう。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 原材料や製造、輸送過程で温室効果ガスの排出抑制に努めましょう。 
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■ 二酸化炭素の吸収源として、森林の保全と創

出に努めましょう。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 地域や地球規模での森林の保全と創出に協力しましょう。 

 

■ フロンガスの排出防止に努めましょう。 生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ フロンを使用している機器の飛散防止措置などを徹底しましょう。  

 ・ 冷凍機などフロンを使用した機器の廃棄時は、フロン回収を行いましょう。 

 

■ 環境に関する国際協力活動への貢献に努めま

しょう。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 環境保全技術の移転を進めましょう。 

 ・ 外国人研修生の受け入れを進めましょう。 

 ・ 環境保全対策の指導員の派遣を進めましょう。 

 

■ 地域環境保全のための技術開発に努めましょ

う。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 開発途上国に適した大気汚染、水質汚濁など公害防止技術の研究開発を検討しましょう。 

 ・ 地球温暖化防止などの環境保全技術の開発を検討しましょう。 

 

■ 地球環境に配慮した事業活動に努めましょ

う。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 海外進出時にあたっては、十分な環境保全対策や環境配慮を実践しましょう。 

 

◆気候の変動に対処するために 

■ 気候変動に関心を持ち、事業活動への影響な

どについて考えましょう。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 気候変動に関心を持ち、事業活動への影響などについて考えましょう。 

 ・ 防災ガイド・ハザードマップ等を活用し、災害リスクを把握しましょう。 

 ・ 雨水貯留施設を導入しましょう。 

 ・ 熱中症や感染症に関する情報を収集し、事業所内で情報共有し、予防に努めましょう。 
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◆環境配慮を実践するために 

■ 職場における環境教育の推進に努めましょ

う。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 環境に関する情報を収集し、社員に提供しましょう。 

 ・ 職場において環境に関するセミナーや講演会などを開催しましょう。 

 

■ 環境保全活動に努めましょう。 生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 町や環境関連団体などが行う環境学習会などへ協力・支援をしましょう。 

 ・ 職場でできる環境保全活動を実践しましょう。 

 ・ 河川の水質改善に関する活動へ参加、協力しましょう。 

 ・ 緑を守る運動などに参加、協力しましょう。 

 

■ 環境管理体制を整備し、環境に配慮した事業

活動に努めましょう。 

生活 

環境 

(基本方針１) 

地球 

温暖化 

(基本方針２) 

ごみ・ 

リサイクル 

(基本方針３) 

田園環境 

の保全 

(基本方針４) 

 ・ 環境情報を広く公表しましょう。 

 ・ 環境に配慮した行動に関するマニュアルや指針を作成しましょう。 

 ・ 環境保全に関する基本方針や行動指針を定めましょう。 

 ・ 環境保全のための担当部署や専任者の設置を検討しましょう。 

 ・ 環境管理システムの導入に努めましょう。 

 ・ 事業の計画段階で自主的に環境への影響を検討しましょう。 

 ・ 事業実施後の環境への配慮を把握し、必要に応じて適切な対策を行いましょう。 
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第６章  計画の推進体制と進行管理 

 

１．計画の推進体制   
望ましい環境像の実現のためには、町民・事業者・町が連携して各種施策に取り組む必要があ

ります。また、環境が対象となる分野は広く、多くの関係機関や自治体との連携、協力も不可欠

です。本計画の推進のために、広報やホームページなどで、本計画の目的や内容を周知すること

で、連携を強化し、施策や環境配慮が適切に運用されるように進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）庁内体制 

本計画の各種施策が計画的に進行するよう、取組内容を充実させ、内容について町民・事業者

へ普及、啓発活動を推進します。また、計画の進捗状況の評価を行います。 

 

（2）関係機関との連携、協力 

河川の問題やごみ処理など、広域的な取組が必要な場合は、関係機関と連携、協力しながら取

り組みます。 

 

（3）町民・事業者との連携、協力 

町民・事業者・町それぞれが環境保全活動などを行う場の提供や機会を創出し、各主体の参画

を図り、各取組を展開します。 

 

（4）上里町環境審議会 

計画の進捗状況や推進の方向性について、意見や提案を述べます。また、計画の策定にあたっ

ては、町長からの諮問に対し、調査・審議し、答申します。 

 

  

上里町

事業者 町民

協働・連携 
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２．計画の進行管理 
本計画の進行管理は、「Ｐｌａｎ（計画）」「Ｄｏ（実行）」「Ｃｈｅｃｋ（点検・評価）」 

「Ａｃｔｉｏｎ（見直し、改善）」のＰＤＣＡサイクルに基づいて実施します。 

計画の実効性を確保するため、定期的な点検・評価を行い、必要に応じて改善するとともに、

進捗状況について公表し、町民・事業者と情報共有に努め、継続的な運用を図ります。 

 

 

【PDCA のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Action
見直し
改善

Plan
計画

Do
実行

Check
点検
評価

■町の取り組み・
環境施策の推進

■町民・事業者・
日常生活や事業活動
における環境配慮

■計画の策定

■環境施策の策定

■計画の見直し

■環境問題を取り巻く
社会情勢や町民の
意識変化に基づく
計画の改善

■環境施策の
進捗状況の点検

■環境施策の評価
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１．地球温暖化関連の情報 
 

 

◇ 地球温暖化とは？ 

現在、地球の気温は上がり続け

ています。産業革命以降、いまま

でに 1.09℃上昇しています。こ

の気温の上昇を地球温暖化と呼

んでいます。 
 

出典：IPCC 第 6 次評価報告書 

（全国地球温暖化防止活動 

推進センターウェブサイト 

より）  

 
 
 
 

◇ 温室効果とその原因 

地球温暖化には、温室効果が関

係しています。 

地球の大気には二酸化炭素

（CO2）、メタンなどの「温室効

果ガス」と呼ばれるガスがわずか

に含まれています。太陽からの光

で暖められた地表から地球の外

に向かう赤外線の多くは、大気が

受け取り、再び大気から地表にむ

けて赤外線が放出され、地球の表

面付近の大気を暖めます。これを

温室効果と呼びます。 

地球温暖化は、大気中の温室効

果ガスが増えて温室効果が強ま

って起こっています。 

 

温室効果ガスが増えている原

因は、製品の生産、農業、車の移

動、家庭生活などの人間活動です。

石炭、石油などを燃やして作った

電気を使うこと、ガソリンを使っ

て車などで移動すること、森林が

減ることなどが、温室効果ガス排

出増加につながります。 
 

出典：全国地球温暖化防止活動推進 

センターウェブサイトより  
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◇ 1.5℃目標の意味    ～1.5℃特別報告書 

令和３（2021）年 10 月末日からロンドンで開催された COP26 において、産業革命以前と比べ

た世界の平均気温の上昇を 1.5℃に抑える努力を追求することが、世界の新たな共通目標となりまし

た。 

 

平成 30（2018）年に IPCC（気候変動に関する政府間パネル）から提出された「1.5℃特別報告」

によって、1.5℃上昇と 2.0℃上昇の間で気候変動に差が見られることが明らかになっています。 

 

【1.5℃上昇と 2.0℃上昇がもたらす悪影響の違い】 

リスクの種類 1.5℃上昇 2.0℃上昇 

少なくとも５年に一度、極端な熱波に

さらされる世界人口 
14％ 37％ 

種の喪失 
脊椎動物 4％ 8％ 

植物 8％ 16％ 

熱帯地方でのトウモロコシの収穫量減 3％ 7％ 

海洋漁獲量の減少 1.5 百万トン 3.0 百万トン 

2100 年までの海面上昇 0.40m 0.46m 

出典：IPCC1.5℃特別報告書/World Resources Institute 2018 

 
 

◇ ティッピングポイント（転換点）について 

ティッピングポイント（転換点）とは、それを超えると、劇的な変化が起きて引き返せなくなる点

のことです。グリーンランドの氷床は 2℃が不安定化のティッピングポイント（※１）と考えられて

おり、南極氷床の融解についても可能性を排除できません。そして、気候変動が引き起こす一つの現

象が、次々と次の変化を起こすことも心配されています。温暖化を 2℃ではなく、1.5℃に抑えれば、

多くの人を危険にさらす可能性を下げられると考えられます。 

 

地球温暖化の影響は、これまで多くの温室効果ガスを排出した国よりも、発展途上の国に対して大

きくなる可能性があります。このことも、温暖化対策を考えるとき、頭にとどめておきたいことがら

です。 

 

                                    

（※１）参考文献：IGES（公益財団法人 地球環境戦略研究機関）  「世界の運命は人類の手に」著名な科学者によ

るグローバル気候マーチへの賛同表明より 
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◇ 気候変動についての新しい情報（2021 年末時点） 
 
気候の変動はさまざまな原因が影響しており、気候変動の理解、予測に対しては客観的で透明性の

ある科学的評価が必要です。このために設立された国連機関である、IPCC（気候変動に関する政府間

パネル）では、各国の政府から推薦された科学者が参加し、地球温暖化に関する科学的・技術的・社

会経済的な評価を行い、定期的に報告書にまとめています。 

IPCC は、令和３（2021）年８月に第 6 次評価報告書を公表し、この中で、今回、初めて「人間

活動が大気・海洋及び陸域を温暖化させてきたことは疑う余地がない。」と明記されました。既に起こ

っている異常気象についても同様に、人間活動によると明記されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、今後、世界が温室効果ガスの排出削減に一番うまく対策できた場合でも、2030 年前後には、

産業革命前に対し 1.5℃の上昇になる見通しであることも示されました。そのほか、1.5℃上昇と他の

温度上昇での異常気象の状況の違い、農業の影響の違いなど、さまざまなデータが強化されています。 

南極氷床の融解の大幅な増加や森林の立ち枯れなどのティッピングポイント（転換点：P.80 参照）

など、起きると影響の大きいことについては、現在の科学では明確になっていない、あるいは可能性

が低いとされていることでも、可能性を排除せずに評価の考慮にいれるとしています。  

出典：IPCC 第１～6 次評価報告書（全国地温暖化防止活動推進センターウェブサイトより） 
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◇ 一人ひとりの意識を変える意味   ～  ライフスタイルを変える 

日本の温室効果ガスの排出量を分野別で見たとき、家庭で排出されるのは全体の約 15％です。産

業による排出量が約 33％と最も多くなっています。ふだんの暮らしの中でできることは、それほど

大きくないのでは、と思う方もいるかもしれません。 

また、家庭の温室効果ガスの排出に多くの部分を占めている電気は、現在、化石燃料も使用して作

られています。この方針は、事業者や国が関わっており、家庭が決められることではない、と思う方

もいるかもしれません。 

 

国の地球温暖化対策計画では、一人ひとりが意識を変える（ライフスタイルを変える）ことが、脱

炭素化を果たすために重要であることが、方針として盛り込まれています。 

 

産業や運輸などの分野も、家庭生活を支えるために温室効果ガスを排出しているという見方ができ

ます。このような見方で計算をし直すと、実は、衣・食・住・移動など、私たちがふだんの生活の中

で消費する製品・サービスのライフサイクル（製造、流通、使用、廃棄等の各段階）において生ずる

温室効果ガスは、我が国の二酸化炭素排出量の約 6 割を占めていることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人ひとりが選んでいる衣食住を中心とする生活、すなわち「ライフスタイル」を支えるために温

室効果ガスが多く発生しているのです。 

 

身の回りを見直し、「生活の中で無駄をなくす」「環境負荷の低い製品・サービスを選択する」「地球

温暖化対策に取り組む企業を応援する」「地球温暖化について調べたり、他の人と話したりする」など

の行動で、二酸化炭素削減に貢献し、社会も変えていきましょう。 

  

出典：南斉規介「産業連関表による環境
負荷単位データブック」（国立環境研究
所提供）、Keisuke Nansai, Jacob Fry, 
Arunima Malk, Wataru Takayanagi, 
Naoki Kondo “Carbon footprint 
of Japanese health care services 
from 2011 to 2015”、総務省「平
成 27 年産業連関表」」より公益財団法
人地球環境戦略機関（IGES）作成 
（令和２年版環境省白書より） 

※対象期間は 
2015 年１月１日から 

2015 年 12 月 31 日 
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◇ COOL CHOICE（クール チョイス）とゼロカーボンアクション 30     

～ライフスタイルの転換のために 
 

環境省が進める「COOL CHOICE」は、

温室効果ガスの排出量を削減するために、

省エネ・低炭素型の製品・サービス・行動

など、温暖化対策のための「賢い選択」を

促す国民運動です。 

 

 

 

 

 

 

COOL CHOICE の活動は、温室効果ガスを減らすだけではなく、生活コストの低減や快

適で健康的な暮らしなどのメリットにもつながります。 

具体的にどのようなことをすればいいのでしょうか？「ゼロカーボンアクション 30」の

サイトにアクセスし、できるところから取り組んでみましょう。 

（http://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

出典：環境省  

http://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/
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◇ 家庭における温暖化対策と二酸化炭素（CO2）削減量 
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◇ 省エネ設備の効果について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全国地温暖化 
防止活動推進 

センター 
ウェブサイト 
より 
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◇ エコドライブについて 
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※１ 

※２ 

 

◇ 食品ロスを減らそう 

平成 22～28（2010〜16）年に排出された温室効果ガスのうち、8～10％は食品ロスによると

推定され、自動車の排出量とほぼ同じです。（IPCC 報告書「気候変動と土地」） 

食品ロスとは、食べ残し、売れ残りや賞味期限切れなどさまざまな理由で、食べられるのに捨てら

れてしまう食品のことです。（消費者庁資料（令和３年 5 月 19 日版より） 

 

【我が国の食品ロスの現状】 
 

    ◇食品ロス量は年間 600 万トン 

   （国連世界食糧計画（WFP）による食糧援助量のほぼ１.４倍にあたります。） 

    ◇毎日大型（10 トン）トラック約 1，640 台分を廃棄 

    ◇年間１人あたりの食品ロス量は 47Kg 

   （年間１人あたりの米の消費量、約 54Kg に近い量） 

    ◇食品ロスの内訳 ◎家庭系：276 万トン（46％） 

 ◎事業系：324 万トン（54％） 
 

【食品ロスの発生要因】 
 

◇食品廃棄物等の発生状況と割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇家庭における食品ロスの内訳 

 ※１：過剰除去 

     野菜の皮を厚くむき過ぎるなど、 

     食べられる部分が捨てられる 

 ※２：直接廃棄 

     未開封の食品が食べられずに捨てら 

れる 
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◇ １トンの二酸化炭素（CO２）ってどのくらい？ 

 

自動車の運転では？ 

 

•燃費が 10km/ℓの乗用車で  約 4,300km  走ると、 

1 トンの CO２が排出されます。 

（１km 走ると  233g  の CO２が排出されます。） 

（１ℓのガソリンを使うと  約 2.3kg  の CO２が排出されます。） 

 

 

森林の吸収は？ 

 

・杉の木が  約 71 本  で１年に１トンの CO２を吸収します。 

 

 

１トンの CO２が気体になると？ 

 

・体積は約 500m3 になります。 

これは、 25m プールひとつ分  の体積です。 

 

 

CO２を取引するってどういうこと？  ～「Ｊ-クレジット」について～ 

 

例えば、企業が、企業から排出される CO2 を減らす目標を立て、すべての達成は技術的に難しいと

します。一方で、自治体が、間伐などの適切な森林管理のためのプロジェクトを実施し、プロジェク

ト実施前に比べ CO2 吸収量を増加させたとします。そこで、企業が自治体にお金を出し、代わりに、

自治体の森林が企業の CO2 を吸収していることにできれば、企業は目標を達成し、自治体は森林管理

の原資が得られることになり、両方にメリットがあります。 

 

Ｊ-クレジット制度とは、このような適切な森林管理による CO2 などの吸収量や、省エネルギー設

備の導入や再生可能エネルギーの利用による CO2 などの排出削減量を、取引（売買）可能な「クレジ

ット」として国が認証する制度です。 

 

令和３（2021）年４月には、 

１トンの CO2 が  約 2,500 円  で 

取引されています。 

（再エネ発電の排出削減の取引価格。 

出典：J-クレジット制度ホームページ） 
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２．地球温暖化対策・施策の削減効果一覧 
町において、各部門での地球温暖化対策として実行できる可能性のある項目とその削減効果を、

「環境省  地方公共団体実行計画（区域施策編）策定・実施マニュアル Ver.1.1（令和３年３月）」

から抜粋しました。各部門で目標を達成できるように、温室効果ガス削減に努めなければなりま

せん。なお、町においては、表中の「地方公共団体が実施することが期待される施策例」の施策

を推進するとともに、以下の対策について、町民・事業者などへの周知啓発を行います。 

 

 

（１）産業部門における対策・施策の削減効果一覧 

対策名 具体的内容 

地方公共団体が実施す

ることが期待される 

施策例 

対策指標 
削減量原単位又は

削減率 

省エネルギー性能の高い設備・機器等の導入促進（業種横断） 

高効率空調の

導入 

高効率空調の導入 高効率空調の導入支援

及び普及啓発 

高効率空調の消

費エネルギー 

25％ 

(エネルギー削減率) 

高効率空調の消

費エネルギー 

21％ 

(エネルギー削減率) 

産業 HP の導

入 

産業 HP(ヒートポン

プ)の導入 

高効率産業 HP の導入

支援及び普及啓発 

追加導入設備容

量(KW) 

0.81t-CO2/KW 

産業用照明の

導入 

産業用の高効率照明

の導入 

高効率照明の導入支援

及び普及啓発 

追加導入台数(万

台) 

408t-CO2/万台 

低炭素工業炉

の導入 

低炭素工業炉の導入 低炭素工業炉の導入支

援及び普及啓発 

追 加 導 入 基 数

(基) 

0.38t-CO2/基 

産業用モータ

の導入 

産業用モータの導入 高効率産業用モータの

導入支援及び普及啓発 

追 加 導 入 台 数

(台) 

0.21t-CO2/台 

高性能ボイラ

ーの導入 

高性能ボイラーの導

入 

高効率産業用モータの

導入支援及び普及啓発 

追 加 導 入 台 数

(台) 

64.8t-CO2/台 

コージェネレ

ーションの導

入 

コージェネレーショ

ンの導入 

コージェネレーション

の導入支援及び普及啓

発 

追加導入設備容

量(KW) 

3.1t-CO2/KW 
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省エネルギー性能の高い設備・機器等の導入促進（建設施工・特殊自動車分野） 

省エネルギー

性能の高い設

備・機器等の

導入促進（建

設施工分野） 

建設施工者が省エネ

性能の高い建設機械

等を施工に導入する

際、その選択を容易に

するために、燃費性能

の優れた建設機械を

認定するとともに、当

該機械等の導入を促

進するために支援す

る。 

- 

ハイブリット建

機の追加導入台

数(台) 

9.6t-CO2/台 

省エネルギー性能の高い設備・機器等の導入促進（農業機械） 

省エネ農機の

導入 

農業機械における燃

油使用量の削減。 

農機の省エネに関する

啓発・普及 

省エネ農機の追

加普及台数(千台) 

4.87t-CO2/千台 

ＦＥＭＳを利⽤した徹底的なエネルギー管理の実施 

ＦＥＭＳを利

⽤した徹底的

なエネルギー

管理の実施 

⼯場のエネルギーマ

ネジメントシステム

（FEMS）の導⼊とそ

れに基づくエネルギ

ー管理によるエネル

ギー消費量の削減。 

- - - 

 

 

（２）業務その他部門における対策・施策の削減効果一覧 

対策名 具体的内容 

地方公共団体が実施す

ることが期待される 

施策例 

対策指標 
削減量原単位又は

削減率 

高効率な省エネルギー機器の普及（業務その他） 

業務用給湯器

の導入 

HP 給湯器における適

切な管理方法の定着

によるエネルギー消

費置の削滅。 

・高効率給湯器の普及

促進及び事業者への情

報提供 

・グリーン購入法に基

づく率先的導入の推進 

追 加 導 入 台 数

HP 給湯器(台) 

10.80t-CO2/KW 

潜熱回収型給湯器に

おける適切な管理方

法の定着によるエネ

ルギー消費量の削減。 

追加導入台数 

潜熱回収型給湯

器(台) 

1.32t-CO2/KW 
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高効率照明の

導入 

高効率照明の導入に

おける適切な管理方

法の定着によるエネ

ルギー消費量の削減。 

・高効率証明の普及促

進及び事業者への情報

提供 

・グリーン購入法に基

づく率先的導入の推進 

追加導入台数 0.030t-CO2/KW 

冷媒管理技術

の導入 

冷媒管理技術におけ

る適切な管理方法の

定着によるエネルギ

ー消費量の削減。 

フロン排出抑制法の普

及促進及び事業者への

情報提供 
- - 

トップランナー制度等による機器の省エネ性能向上 

トップランナ

ー制度等によ

る機器の雀エ

ネネ性能向上 

トップランナー機器

のエネルギー消費効

率向上を進めること

で,業務その他におけ

る機器のエネルギー

消費量を節減する。 

・事業者、消費者への普

及啓発 

・グリーン購入法に基

づく、トップランナー

基準以上のエネルギー

効率の高い機器の率先

的な導入 

複写機の消費エ

ネルギー 

27.2％ (エネルギ

ー削減率) 

プリンタの消費

エネルギー 

26.1％ (エネルギ

ー削減率) 

高効率ルータの

消費エネルギー 

23.9％ (エネルギ

ー削減率) 

サーバの消費エ

ネルギー 

24.9％ (エネルギ

ー削減率) 

ストレージの消

費エネルギー 

32％ (エネルギー

削減率) 

冷凍冷蔵庫の消

翼エネルギー 

9.8％(エネルギー

削減率) 

自動販売機の消

費エネルギー 

24.2％ (エネルギ

ー削減率) 

変圧器の消費エ

ネルギー 

4.9％(エネルギー

削減率) 

ＢＥＭＳの活⽤、省エネ診断等による業務部⾨における徹底的なエネルギー管理の実施 

ＢＥＭＳの活

⽤、省エネ診

断等による業

務部⾨におけ

る徹底的なエ

ネルギー管理

の実施 

BEMS 導⼊や省エネ

診断による業務⽤施

設（ビル等）のエネル

ギー消費状況の詳細

な把握と、これを踏ま

えた機器の制御によ

るエネルギー消費量

の削減。 

・ＢＥＭＳの率先的導 

⼊ 

・ＢＥＭＳの普及促進 

及び事業者への情報提 

供 
- - 
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廃棄物処理における取組 

プラスチツク

製容器包装の

分別収集・リ

サイクルの推

進 

容器包展リサイクル

法に基づくプラスチ

ック製容器包装の分

別収集・リサイクル

(材料リサイクル、ケ

ミカルリサイクル)の

推進。 

・分別収集したプラス

チック製容器包装廃棄

物品のベール化及びベ

ール品質の向上 

・消費者への普及啓発 

・実証事業などの施策

への協力 

プラスチツク製

容器包装廃棄物

の分別収増加量

（t） 

0.89t-CO2/t 

一般廃棄物焼

却施設におけ

る廃棄物発電

の導入 

廃棄物焼却施設の新

設、更新又は基幹改良

時に施設規模に応じ

て高効率発電設備を

導入することにより、

電気の使用に伴うエ

ネルギー起源二酸化

炭素の排出量を削滅。 

一般廃棄物焼却施設の

新設、更新又は基幹改

良時における施殼規模

に応じた高効率発電設

備の導入 

ごみ処理量(t) 

※ごみ処理量あ

たりの発電電力

量が改善 

0.06t-CO2/t 

廃棄物処理業

における燃料

製造・省エネ

ルギー対策の

推進 

低燃費型の廃棄物収

集運搬車両・処理施設

の導入、節電に向けた

取組等の省エネルギ

ー対策を推進し、燃料

使用に伴うエネルギ

ー起源二酸化炭素の

排出量を削減。 

- 

RPF 追加製造量

(t) 

2.56t-CO2/t 
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（３）家庭部門における対策・施策の削減効果一覧 

対策名 具体的内容 

地方公共団体が実施す

ることが期待される 

施策例 

対策指標 
削減量原単位又は

削減率 

トップランナー制度等による機器の省エネ性能向上 

トップランナ

ー制度等によ

る機器の省エ

ネ性能向上 

トップランナー機器

のエネルギー消費効

率向上を進めること

で、業務その他におけ

る機器のエネルギー

消費量を節減する。 

・事業者、消費者への普

及啓発 

・グリーン購入法に基

づく、トップランナー

基準以上のエネルギー

効率の高い機器の率先

的な導入 

エアコンの消費

エネルギー 

15.2％ (エネルギ

ー削減率) 

ガスストーブの

消費エネルギー 

4.2％(エネルギー

削減率) 

石油ストーブの

消費エネルギー 

0.6％(エネルギー

削減率) 

テレビの消費エ

ネルギー 

16.9％ (エネルギ

ー削減率) 

電気冷蔵庫の消

費エネルギー 

16.4％ (エネルギ

ー削減率) 

DVD レコーダ

ーの消費エネル

ギー 

11.1％ (エネルギ

ー削減率) 

電子計算機の消

費エネルギー 

0％(エネルギー削減率) 

磁気ディスク装

置の消費エネル

ギー 

0％(エネルギー削減率) 

ルーターの消費

エネルギー 

13.9％ (エネルギ

ー削減率) 

電子レンジの消

費エネルギー 

0％(エネルギー削減率) 

電子炊飯器の消

費エネルギー 

3.4％(エネルギー

削減率) 

ガス調理機器の

消費エネルギー 

4％(エネルギー削減率) 

温水便座の消費

エネルギー 

21.8％ (エネルギ

ー削減率) 

 

 

  



資料編 

94 

住宅の省エネ化 

新築住宅にお

ける省エネ基

準適合の推進 

省エネ基準を満たす

住宅ストックの割合

を増加させることで、

住宅で消費されるエ

ネルギーに由来する

CO2 を削減する。 

・建築物省エネ法に基

づく届出、表⽰、性能向

上計画認定の円滑な運

⽤ 

・省エネ住宅に係る普

及啓発 

- - 

既存住宅の断

熱改修の推進 

省エネ基準を満たす

住宅ストックの割合

を増加させることで、

住宅で消費されるエ

ネルギーに由来する

CO2 を削減する。 

・建築物省エネ法に基

づく届出、表⽰、性能向

上計画認定の円滑な運

⽤ 

・省エネ住宅に係る普

及啓発 

- - 

高効率な省エネルギー機器の普及（家庭部門） 

高効率給湯器

の導入 

ヒートポンプ(HP)給

湯器の導入によるエ

ネルギー消費の削減。 

高効率給湯器の普及促

進及び消費者への情報

提供 

追加導入台数 

ヒ ー ト ポ ン プ

(HP) 

給湯器(台) 

0.48t-CO2/台 

潜熱回収型給湯器の

導入によるエネルギ

ー消費の削滅。 

追加導入台数 

潜熱回収型(台) 

0.08t-CO2/台 

燃料電池の導入によ

るエネルギー消費の

削減。 

高効率照明の普及促進

及び消費者への情報提

供 

追加導入台数 

燃料電池(台) 

0.19t-CO2/台 

1.50t-CO2/台 (発

電効果を含む) 

高効率照明の

導入 

高効率照明の導入に

よるエネルギー消費

の削減。 

・省エネ型浄化桐の設

置支援 

・浄化栖の省エネ化に

関する販売事業者・消

置者等への情報提供及

び普及啓発 

追加導入台数 

燃料電池(台) 

0.02t-CO2/基 
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浄化槽の省エ

ネ化 

浄化槽を新設若しく

は更新する際、現行の

低炭素社会対応型浄

化槽より消費電力を

10％削減した浄化槽

を導入することによ

り、ブロアーの消費電

力を削減し、電気の使

用に伴う二酸化炭素

排出量を削減する。 

・省エネ型浄化槽の設

置支援 

・浄化槽の省工ネ化に

関する販売事業者・消

置者等への情報提供及

び普及啓発 

2013 年度の低

炭素社会対応型

浄化槽より消費

電力を 10％削

滅した浄化檀の

累積基数(基) 

 

0.02t-CO2/基 

HEMS・スマートメーターを利用した徹底的なエネルギー管理の実施 

HEMS・スマ

ートメーター

を利用した徹

底的なエネル

ギー管理の実

施 

 

HEMS やスマートメ

ーターの導入による

家庭のエネルギー消

費状況の詳細な把握

と、これを踏まえた機

器の制御による電力

消費置の削滅。 

HEMS の普及促進及

び消費者への情報提供 

HEMS 追加普及

台数(世帯) 

0.13t-CO2/世帯 

 

 

（４）運輸部門における対策・施策の削減効果一覧 

対策名 具体的内容 

地方公共団体が実施す

ることが期待される 

施策例 

対策指標 
削減量原単位又は

削減率 

次世代自動車の普及、燃費改善 

次世代自動車

の普及、燃費

改善 

次世代自動車の普及

と燃費の改善により、

エネルギーの消費量

を削減することによ

って CO2 を削減す

る。 

・普及啓発 

・次世代自動車の率先

導入 

・導入支援 

・インフラ整備 

自動車の燃料消

費量(平均保有燃

費の改善) 

41.1％(エネルギ

ー削減率) 

環境に配慮した自動車使用等の促進による自動車運送事業等のグリーン化  

環境に配慮し

た自動車使用

等の促進によ

る自動車運送

事業等のグリ

ーン化 

環境に配慮した自動

車使用等を促進する

ことによる CO2 排出

量の削減。 

エコドライブの普及・

啓発 

エコドライブ関

連機器の追加普

及台数(台) 

2.97t-CO2/台 
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公共交通機関及び⾃転⾞の利⽤促進 

公共交通機関

の利⽤促進 

鉄道新線整備や既存

鉄道利⽤促進（鉄道駅

の利便性の向上等）、

バス利⽤促進（BRT

やバスロケーション

システムの導⼊等）に

対する補助や税制優

遇措置及びエコ通勤

の普及促進等を⾏い、

地域における公共交

通ネットワークの再

構築や利⽤者の利便

性の向上を図ること

により、⾃家⽤⾃動⾞

の使⽤に伴う CO2 排 

出量を削減する。 

・公共交通機関の整備

やサービス、利便性の

向上を通じた公共交通

機関の利⽤促進 

・エコ通勤の普及促進 

- - 

トラック輸送の効率化、共同輸配送の推進 

トラック輸送

の効率化 

トラック輸送の効率

化を促進することに

よる CO2 排出量の削

減。 

・普及促進 

・車両の大型化に対応

した道路整備 

車両総重量 24t

超 25t 以下の車

両の追加保有台

数(台) 

23.58t-CO2/台 

トレーラーの追

加保有台数(台) 

62.88t-CO2/台 
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（５）非エネルギー起源 CO2 における対策・施策の削減効果一覧 

対策名 具体的内容 

地方公共団体が実施す

ることが期待される 

施策例 

対策指標 
削減量原単位又は

削減率 

バイオマスブラスチック類の普及 

バイオマスプ

ラスチック類

の普及 

カーボンニュートラ

ルであるバイオマス

プラスチックの普及

を促進し、製品に使用

される石油由来のプ

ラスチックを代替す

ることにより、一般廃

棄物及び産業廃棄物

であるプラスチック

の焼却に伴う非工ネ

ルギー起源二酸化炭

素の排出量を削減。 

・バイオマスプラスチ

ックを域内に普及させ

る施策等を推進する 

・また、自らが物品等を

調達する際、バイオマ

スプラスチック製品を

優先的に導入する 

バイオマスプラ

スチックの国内

出荷増加量(t) 

1.1t-CO2/t 

廃棄物焼却量の削減 

廃棄物焼却の

削減 

一般廃棄物であるプ

ラスチック類につい

て、排出を抑制し、ま

た、容器包装リサイク

ル法に基づくプラス

チック製容器包装の

分別収集・リサイクル

等による再生利用を

推進することにより、

その焼却量を削減し、

プラスチック類の焼

却に伴う非エネルギ

ー起源二酸化炭素の

排出量を削減 .また産

業廃棄物については、

3R の推進等によりそ

の焼却量を削滅し、焼

却に伴う非工ネルギ

ー起源二酸化炭素排

出量を削減.。 

廃プラスチック等の廃

棄物について、排出を

抑制し、また、容器包装

リサイクル法に基づく

プラスチック製容器包

装の分別収集・リサイ

クル等による再生利用

を推進 する こと によ

り、焼却量を削減 

一般廃棄物であ

るプラスチック

類の焼却削減量

(t)(乾燥ベース) 

1.11t-CO2/t 

  



資料編 

98 

（６）メタン・一酸化二窒素における対策・施策の削減効果一覧 

対策名 具体的内容 

地方公共団体が実施す

ることが期待される 

施策例 

対策指標 
削減量原単位又は

削減率 

農地土壌に関する温室効果ガス排出削減対策 

水田メタン排

出削減 

水田においてメタン

の排出係数が相対的

に高い稲わらのすき

込みから排出係数の

低い堆肥の施用への

転換による土づくり

を推進すること等に

より、水田からのメタ

ン排出量の削減を促

進。 

都道府県：水田メタン

排出削減に資する環境

保全型農業の促進 

- - 

廃棄物最終処分量の削減 

廃棄物最終処

分量の削減 

有機製の一般廃棄物

の直接埋立を原則と

して廃止することに

より、有機性の一般廃

棄物の直接埋立を削

減。埋立処分場内での

有機性の一般廃棄物

の生物分解に伴うメ

タンの排出量を削減。

産業廃棄物について

は、3R の推進等によ

り、引き続き最終処分

量の削減を図る。 

有機性廃棄物の埋立量

削減の推進 

有機性の一般廃

棄物の最終処分

削減量(t) 

(乾重量ベース) 

1.44t-CO2/t 

農地⼟壌に関連する温室効果ガス排出削減対策 

施肥に伴う⼀

酸化 

⼆窒素削減 

施肥に伴い発⽣する

⼀酸化⼆窒素に 

ついて、施肥量の低

減、分肥、緩効性 

肥料の利⽤により排

出量の抑制化を 

図る。 

・⼟壌診断に基づく適 

正施肥の推進 

・環境保全型農業の推 

進 - - 
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（７）代替フロンガス等４ガスにおける対策・施策の削減効果一覧 

対策名 具体的内容 

地方公共団体が実施す

ることが期待される 

施策例 

対策指標 
削減量原単位又は

削減率 

代替フロン等４ガス（HFC、PFC、SF６、NF３） 

業務⽤冷凍空

調機器の使⽤

時におけるフ

ロン類の漏え

い防⽌ 

平成 25 年に改正さ

れたフロン排出抑制

法に基づき、機器ユー

ザーに対しては点検

等を通じた使⽤時漏

えい対策を求める。ま

た、産業界の⾃主⾏動

計画に基づく排出抑

制により、包括的な対

策を求める。 

・都道府県によるフロ

ン排出抑制法に基づく

管理者の指導・監督・普

及啓発 

- - 

業務⽤冷凍空

調機器からの

廃棄時等のフ

ロン類の回収

の促進 

平成 25 年に改正さ

れたフロン排出抑制

法に基づき、改正前か

ら求められていたフ

ロンの回収を進め、フ

ロンのライフサイク

ル全体に渡る対策を

推進する。 

・都道府県によるフロ 

ン排出抑制法に基づく 

管理者、充塡回収業者

の指導・監督・普及啓発 
- - 
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３．国の気候変動影響評価結果（上里町地域気候変動計画関連資料） 
 

国が、令和２（2020）年の「気候変動影響評価報告書」及び令和３（2021）年の「気候変

動適応計画」において評価した、「農業・林業・水産業」「水環境・水資源」「自然生態系」「自然

災害・沿岸域」「健康」「産業・経済活動」「国民生活・都市生活」の７つの分野についての評価結

果を以下に示します。「重大性」「緊急性」「確信度」の観点から気候変動による影響を評価してい

ます。評価の根拠として 1,261 件の文献を引用しています。 

 

※凡例は以下のとおりです。 

【重大性】〇：特に大きい、◇：「特に大きい」とは言えない、－：現状では評価できない 

【緊急性】〇：高い、△：中程度、□：低い、－：現状では評価できない 

【確信度】〇：高い、△：中程度、□：低い、－：現状では評価できない 

 

※なお、表の中の RCP2.6/8.5 の意味は以下のとおりです。 

人間活動に伴う温室効果ガス等の大気中の濃度が、将来どの程度になるかを想定したものを

「排出シナリオ」と呼んでいます。RCP シナリオと呼ばれる排出シナリオが、国際的に共通して

用いられています。 

RCP2.6 は、気温上昇を 2℃未満に抑えるシナリオ、RCP8.5 は、気候政策の導入をしない最

大排出量で 4℃上昇相当のシナリオとなっています。 

 

分野 大項目 小項目 

国の評価 

重大性 

上段：RCP2.6 

下段：RCP8.5 

緊急性 確信度 

農業・ 

林業・ 

水産業 

農業 

水稲 
〇 

〇 〇 
〇 

野菜等 ◇ 〇 △ 

果樹 
〇 

〇 〇 
〇 

麦・大豆・飼料作物等 〇 △ △ 

畜産 〇 〇 △ 

病害虫・雑草等 〇 〇 〇 

野生鳥獣被害 〇 〇 □ 

農業生産基盤（降水量など） 〇 〇 〇 

食料需給 ◇ △ 〇 

林業 
木材生産（人工林等） 〇 〇 △ 

特用林産物（きのこ類等） 〇 〇 △ 
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分野 大項目 小項目 

国の評価 

重大性 

上段：RCP2.6 

下段：RCP8.5 

緊急性 確信度 

農業・ 

林業・ 

水産業 

水産業 

回遊性魚介類（魚類等の生

態） 
〇 〇 △ 

増養殖業 〇 〇 △ 

沿岸域・内水面漁場環境等 
〇 

〇 △ 
〇 

水環境・水

資源 

水環境 

湖沼・ダム湖 
◇ 

△ △ 
〇 

河川 ◇ △ □ 

沿岸域及び閉鎖性海域 ◇ △ △ 

水資源 

水供給（地表水） 
〇 

〇 〇 
〇 

水供給（地下水） 〇 △ △ 

水需要 ◇ △ △ 

自然生態系 

陸域⽣態系 

高山帯・亜高山帯 〇 〇 △ 

自然林・二次林 
◇ 

〇 〇 
〇 

里地・里山生態系 ◇ 〇 □ 

人工林 〇 〇 △ 

野生鳥獣被害 〇 〇 □ 

物質収支 〇 △ △ 

淡水生態系 

湖沼 〇 △ □ 

河川 〇 △ □ 

湿原 〇 △ □ 

沿岸生態系 
亜熱帯 〇 〇 〇 

温帯・亜寒帯 〇 〇 △ 

海洋生態系  〇 △ □ 

その他 

生物季節 ◇ 〇 〇 

分布・個体群の変動（在来） 〇 〇 〇 

分布・個体群の変動（外来） 〇 〇 △ 
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分野 大項目 小項目 

国の評価 

重大性 

上段：RCP2.6 

下段：RCP8.5 

緊急性 確信度 

自然生態系 生態系サービス 

流域の栄養塩・懸濁物質の

保持機能等 
〇 △ □ 

沿岸域の藻場生態系による

水産資源の供給機能等 
〇 〇 △ 

サンゴ礁によるEco-DRR 

機能等 
〇 〇 〇 

自然生態系と関連するレク

リエーション機能等 
〇 △ □ 

自然災害・

沿岸域 

河川 

洪水 
〇 

〇 〇 
〇 

内水 〇 〇 〇 

高潮・高波 〇 〇 〇 

沿岸 

海面水位の上昇 〇 △ 〇 

高潮・高波 〇 〇 〇 

海岸侵食 
〇 

△ 〇 
〇 

山地 土石流・地すべり等 〇 〇 〇 

その他 強風等 〇 〇 △ 

複合的な災害影

響 
    

健康 

冬季の温暖化 冬季死亡率等 ◇ △ △ 

暑熱 
死亡リスク等 〇 〇 〇 

熱中症等 〇 〇 〇 

感染症 

水系・食品媒介性感染症 ◇ △ △ 

節足動物媒介感染症 

（ヒトスジシマカなど） 
〇 〇 △ 

その他の感染症 ◇ □ □ 

その他 

温暖化と大気汚染の複合影

響 
◇ △ △ 

脆弱性が高い集団への影響

（高齢者・小児・基礎疾患有

病者等） 

〇 〇 △ 

その他の健康影響 ◇ △ △ 
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分野 大項目 小項目 

国の評価 

重大性 

上段：RCP2.6 

下段：RCP8.5 

緊急性 確信度 

産業・経済

活動 

製造業 
製造業 ◇ □ □ 

食品製造業 〇 △ △ 

エネルギー エネルギー需給 ◇ □ △ 

商業 
商業 ◇ □ □ 

小売業 ◇ △ △ 

金融・保険 金融・保険 〇 △ △ 

観光業 

レジャー ◇ △ 〇 

自然資源を活用したレジャ

ー業及び関連するサービス

業 

〇 △ 〇 

建設業 建設業 〇 〇 □ 

医療 医療 ◇ △ □ 

その他 
その他（海外影響） ◇ □ △ 

その他 - - - 

国民生活・

都市生活 

都市インフラ、ラ

イフライン等 
水道、交通等 〇 〇 〇 

文化・歴史などを

感じる暮らし 

生物季節 ◇ 〇 〇 

伝統行事・地場産業等 - 〇 △ 

その他 暑熱による生活への影響等 〇 〇 〇 

分野間の影

響の連鎖 

インフラ・ライフ

ラインの途絶に

伴う影響 
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４．計画策定関連資料 
（１）用語集 

 

（２）計画策定の経緯 

 

（３）上里環境基本条例 

 

（４）上里町環境審議会条例 

 

（５）上里町環境審議会委員名簿 

 

（６）上里町環境基本計画等策定委員会設置要綱 

 

（７）上里町環境基本計画等策定委員会委員名簿 
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